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豊かな自然に恵まれた小杉町は、太古の昔より先人が生活した

その足跡として、多くの遺跡が確認されております。

近年、太閤山ニュータウン、流通業務団地の造成、土地改良事

業等の大型開発が急速に行われ、また北陸自動車道の建設やその

他道路網の整備により、地理的環境が大きく変ってきております。

そこで私達は、祖先が造った貴重な文化財を後世に伝える使命

があることから、文化財の保護と開発との調整を図ることを重要

課題としております。

今回は、昭和58年度から行われている県営畑地帯総合土地改良

事業に伴い、塚越貝坪遺跡と昨年度に引き続いて椎土遺跡を調査

しました。

この調査では、平安時代の製鉄遺構が発見され、今後の製鉄遺

跡の研究を進める上での貴重な資料といえるでしょう。

本報告書が、多くの人々に活用され、地域の歴史と文化の理解

の一助になれば幸いであります。

終りに、調査に当り、ご援助並びにご協力をいただきました地

区の方々及び富山県埋蔵文化財センターをはじめ関係機関・各位

に衷心より感謝いたします。

昭和63年 3月

小杉町教育委員会

教育長 川 腰 豊 一



例

1.本書は、昭和62年度に県営畑地帯総合土地改良事業に先だち実施した、富山県射水郡小杉

町椎土・塚越地内に所在する埋蔵文化財包蔵地の緊急発掘調査概要である。

2.報告にあたっては、椎土遺跡A地区の本調査及び塚越遺跡群と呼んでいたところを同地区

内の隣接 した遺跡との混乱を避けるため塚越貝坪遺跡とし、この遺跡の試掘調査結果を記し

た。

3.調査は、富山県埋蔵文化財センターから調査員の派遣を受けて、小杉町教育委員会が実施

した。

4.調査費用のうち、椎土遺跡本調査は、県農地林務部の委託を受け、地元農家負担分を国庫

及び県費補助を受けた。また、塚越貝坪遺跡の試掘調査は、国庫及び県費補助を受けた。

5,調査事務局は、小杉町教育委員会におき、社会教育課主事金山秀彰・主事補原田義範が事

務を担当し、社会教育課長竹林真昭が総括した。また調査期間中は、富山県埋蔵文化財セン

ターの指導 。助言を得た。

6.調査担当者は、次のとおりである。

富山県埋蔵文化センター文化財保護主事池野正男・宮田進一、小杉町教育委員会社会教育

課主事補原田義範

7.調査にあたり、富山県教育委員会文化課、富山県埋蔵文化財センターから指導を得た。ま

た調査から報告書作成に至るまで次の方々から指導・協力をいただいた。記して謝意を表し

たい。 (敬称略 50音順)

秋山進午・穴澤義功・宇野隆夫・大澤正己・岸本雅敏 。小島俊彰・酒井重洋

関 清・千秋謙治・西井龍儀・林寺厳州 。舟崎久雄・桃野真晃・山内賢―・山本正敏
8。 自然科学的調査のうち、木炭の分析は京都大学木材研究所助教授林 昭三氏に、考古地磁
気の測定は富山大学理学部教授広岡公夫氏に、鉄津の分析は大澤正己氏に依頼し、玉稿をい

ただいた。

9。 文書の編集・執筆は、池野正男・宮田進―・原田義範が、富山県埋蔵文化財センター所員

の指導・助言を得て行なった。なお文責は文末に記した。

10.実測図中の北は真北である。

ロ
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I 位置と周辺の遺跡
権土・塚越貝坪の両遺跡は、富山県射水郡小杉町椎土及び塚越地内に所在する。小杉町の地形は、標高2.5～ 6m

の射水平野と標高20～60mを 中心とした射水丘陵からなり、北に向かって次第に低くなる。

この平野は、新生代第四紀沖積層で、砂層・粘土層・礫層が堆積し下部に沖積層の基盤となる地層が形成されてい

る。また、丘陵は、新生代第三紀の泥岩・砂岩層によって構成される青井谷泥岩層から成る。

椎土遺跡は、射水丘陵とこの東方に位置する呉羽丘陵一帯に挟まれた扇形の地形 (池多の平岡段丘礫層の堆積地)

上で、鍛冶川の西側に位置する。また、塚越貝坪遺跡は、椎土遺跡の北約 2 kmにあり、射水丘陵の先端に位置する。

周辺の遺跡分布を見ると、丘陵一帯に生産遺跡が分布している。椎土遺跡と同種の鉄製錬を伴った主な遺跡は、草

山B遺跡 (製鉄炉 1、 炭焼窯10)、 石太郎 C遺跡 (製鉄炉 1、 炭焼窯 6)、 土代 A遺跡 (製鉄炉 1、 炭焼窯 8)、 東山

I遺跡 (製鉄炉 1)、 上野赤坂 A遺跡 (製鉄炉 3、 炭焼窯 7)、 南太閤山Ⅱ遺跡 (製鉄炉 2、 炭焼窯 4)な どがある。

その時代は、いずれも奈良時代～平安時代を中心としている。また、製鉄用の炭焼窯だけ確認されている遺跡も多く、

丘陵一帯で古代の鉄生産が頻繁に操業されていたことが窺える。須恵器の窯跡は、天池窯跡、石太郎 F窯跡 (奈良時

代)の ほか下条川左岸の丘陵部の流通業務団地内遺跡群に多く確認されている。これらの遺跡形成には、自然の立地

条件の良さのほかに、当時の政治的な背景も一因として推察される。今後の調査により、その因果関係の究明が期待

される地域である。 (原 田 )

壱ど冬翅 ||とこ】[卓
事どミ

5         _n/

●製鉄関連遺跡

▲須恵器生産遺跡

口その他 の遺跡

1 草山B遺跡 2 石太郎C遺跡 3.土代A遺跡 4 東山 I遺跡
5 石太郎 F窯跡 6 上野赤坂A遺跡 7 天池窯跡 8 南大閤山I遺跡
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図 1 位置と周辺の遺跡 (縮尺 1/35,000)



Ⅱ 調査に至る経緯
射水丘陵東都から呉羽丘陵西麓にかけての一帝は、緩斜面をともなった起状のある地形と黒色土・黄色火山灰層が

発達した土壊のため、富山県内でも有数の畑作地帯となっている。昭和57年、県が事業主体となり、この地区一帯に

畑地区画整理を目的とした県営畑地帯総合土地改良事業を計画した。

翌年、この計画を受けて、富山県埋蔵文化財センターが中心となり、同地区内の遺跡の分布調査が実施された。こ

の結果、周知の遺跡を含め約140箇所の埋蔵文化財包蔵地が確認された。

この結果をもとに、当該市町、県文化課・県埋蔵文化財センター、県農地林務部耕地課・山田川ダムエ事事務所、地

元呉羽射水山ろく用水土地改良区が、遺跡の取扱いについて協議を行い、日召和58年度から発掘調査が実施されている。

小杉町椎土地区の調査は、昭和61年 5月 12日 ～27日 に実施した試掘調査の結果、6箇所で遺物の広がりが認められ、

それぞれA～ Fの 6地区に区分した。 B～ F地区では、工事等の関係からD地区の本調査が実施され、BoC・ E。
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Ⅲ 椎土遺跡 A地区の調査
1.立地と層序 (図 3)

遺跡は南北に連なる低い台地上に立地する。標高22～ 25mの、緩斜面の台地である。台地の西側は宅地で埋まって

いる。他の三方は畑地になっており、昨年の調査で製鉄遺構があることが確認されている。台地の甫方約50mに は浅

い谷を挟んで北野遺跡 (縄文時代、古墳時代が中心)に連なる。台地の東方約300mに は鍛冶川が流れており、海に

注いでいる。A地区は台地の北側縁辺部にあたり、加茂池とは1～ 2mの段差がある。

調査区は標高21～ 23.5mで、傾度 3～ 5度の緩斜面である。土層はX25Y90と X35 Y l10を結ぶ線で異なる。その

線の南側は表土 (10～ 20cll)下で遺構検出面である地山 (赤黄褐色粘質土)になる。その北側は谷の自然堆積土であ

る茶褐色土及び黒褐色土 (地山)が表土下にある。

2.遺  構 (図 4～ 15)

検出した遺構は製鉄炉 2基、炭焼窯13基、穴11個、滞 1条である。調査区の西側に炭焼窯 1基あることが昨年の調

査で確認されている。今回の調査は遺構が削平される道路敷を中心に行なったので、それ以外の所は最小限の調査に

とどめた。

1号製鉄炉 (図 5の 1'2、 6)

1号製鉄炉は、表土下の黒褐色土を掘 り込んで作られている長方形箱型炉である。炉の掘 り方は長さ5.6m、 幅1.23m、

深さ40cmの 隅九長方形で、斜面の等高線に直交して立地する。その覆土上面は炭が大部分で、所々に炉壁・焼土が混じ

っているが、炉床はほとんど残っていない。

炉掘り方の覆土には小破片や粉状の炭が多く入っているが、炭・焼土まじりの上や黄褐色土や小さな鉄津も混じっ

ている。覆土はかなり手を加えられており、南太閤山Ⅱ遺跡の 1号製鉄炉 〔池野 1983〕 のように丁寧な炭の詰め方

でない。Gセクションでは覆土上面に青灰色土が観察でき、それは遠元された炉床の一部と考えられる。掘り方の西

側壁面は焼けており操業前に空焼きしたことが窺える。掘り方の底面は約 5度 と少し傾く。

炉の下の方には流出津がある (図 5の 2)。 この鉄淳は長さ96cm、 幅51伽で先が細くなって折れている。炉の流出

口から流れ出た鉄津の先が折られて残ったと考えられる。この鉄津の裏面には地山の黒掲色土が還元されて青灰色に

なった土が付着していることから、鉄津は原位置を保っていることがわかる。この鉄津の下に穴があり、その覆土に

は焼土・炭が混じっていることから、この鉄津は 2回 日以降の操業時に出た流出津である。この鉄津を土で埋め 3枚

の板状の鉄津を壁面として掘り方を作っている。そのため、最終操業面の掘り方は少し長くなっている。以上の遺構

の作り替えから、 3回以上の操業が推測される。最終操業面では上記の流出津付近一面が還元された青灰色上で覆わ

れている (図 5の 1)。

排淳は 2層の鉄津層に分かれる。下層の排津は流出津の下面と同じ面から、炉の下方のくぼみ状になっている所に、

10～ 30cmの厚さの鉄津層を作っている。上層の排津は下層の鉄津層の上に堆積している。鉄津層は厚い所で42cmも あ

り、最終作業面と同じ面まで堆積している (図 6の Aセ クション)。 この鉄津層から炉の構造がわかる鉄津 (図 19の

67)、 保土穴のある炉壁 (66)、 土師器・須恵器 (図18)が出土している。

Dセ クションより南の炉周辺の作業面には、炉壁。焼土。炭がまじっている。この面を 5 cmほど掘り下げる(約 0.32m3)

と、約 l k9の砂鉄が磁石で採集される。また、掘り方の覆土 (約 2,76ポ )か ら約1.5k9の砂鉄が採集される。

なお、炉の掘り方の南側は攪乱を受けている。また、炉の周辺には上屋建物の柱穴やフイゴ座は確認できない。

2号製鉄炉 (図 5の 3、 6)

2号製鉄炉は長方形箱型炉である。1号製鉄炉の東方約10mに あり、9号炭焼窯の前庭部が自然に埋った後に作られ
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る。炉の掘 り方は長さ1.28m、 幅48cm、 深さ15cmの隅九長方形で、斜面に並行に立地する。掘り方の底面は9号炭焼

窯の前庭部床面より55cm上 になる。

昨年の試掘調査のトレンチで少し上面が削平を受けているが、掘り方の覆土には炭が充填しているだけで、炉床は

確認できなかった。掘り方の壁面がわずかに焼けていることから、操業前に空焼きを行ったと考えられる。掘り方の

底面には地山に入った小礫が露出してデコボコになっているが、焼けてはいない。傾きは約10度と少し急である。

炉の掘 り方の下には長さ1,7m、 幅68cmの 隅九長方形の穴がつづき、その穴の北端は40釦 と深くなる。この深い穴

から多量の鉄津 (約 51に9)が出土しているので、排淳の穴と考えられる。この穴の鉄津は周辺から出土する製錬滓と

見た日に違い、少し錆化している。

炉壁・焼土・炭や鉄津が混じっている作業面を 5 cHl程掘り下げる (約 0。 4∬)と 、砂鉄5769が採集される。また、

掘り方や下の穴の覆土 (約 0.28m3)から、549の砂鉄を検出した。炉の周辺には建物、フイゴ座が確認できない。

1号炭焼窯 (図 7)

1号炭焼窯の前庭部は 2号炭焼窯の窯体を切っている。斜面を登るように立地する。窯は半地下式で、窯体の長さ

11.lmである。窯体の床面は奥壁で幅1.25m、 焚口で幅45cmと 、細長いバチ形をしている。床面から遺構検出面まで

の深さは奥壁で64cm、 焚日で 8 cmである。焚口付近の遺構面は削平を受けていると考えられる。床面の傾斜は焚口で

3度、中程から奥壁に近づくにつれてほぼ水平になり、奥壁の煙出し付近で逆に少し傾きを変える。奥壁の煙出しの

底面から出た排水濤は、窯体の西側壁の下に沿って焚口から前庭部に出てくる。その滞の覆土には焼土、炭が混じっ

た上が入っているが、濤の面は焼けてはいない。深さは20～30釦である。

煙出しは 2つあり、共に窯体に接して作られている。煙道の底面は窯体のそれより約10cm低い。側壁にある煙出しは

1つは完掘したが、もう1つ はプランだけ確認し、未掘である。そのプランから見ると窯体に接して作られており、

黒化している幅が広いから、煙出しの出口を最終的には少しすぼめて使用されていると考えられる。

焚日から前庭部にかけての灰層は分化せず、床面は 1枚と考えられる。前庭部は黄褐色土は貼って床面としている。

前庭部の両側には大きな穴が 2つある。前庭部の下側は攪乱の穴で削平されている。

窯体の覆土には天丼部をつくる地山の上が多く入っている。窯体の両側壁面や煙道は還元され煤やタールが付着し

て、黒くなっている。窯体の上面は畑の溝で削平を受けている所がある。

2号炭焼窯 (図 8)

2号炭焼窯の前庭部は3号炭焼窯の焚口付近の窯体を切っている。 2号炭焼窯の窯体も1号穴に切られている。斜

面の等高線を横切るように立地する。窯は半地下式で、窯体の長さは11.5mである。床面は奥壁で幅1.2m、 焚日付

近で幅80cmである。床面からの深さは奥壁で45cHl、 焚日付近で40cmである。床面の傾斜は焚日付近で 2度、中程で 3度

となるが、奥壁付近では逆に傾きを変える。床面には奥壁にある煙出しの底面から出た排水溝が東側壁下を沿って焚

口までつづく。その溝は 1号炭焼窯に比べ浅く、深さ約 5 cmである。

奥壁の煙出しは窯体から離れて掘 り抜かれている。煙道の出口は約30cmの 円形だが、下では50cmと やや袋状に広

くなっている。側壁にある 2つの煙出しも窯体から離れて作られている。上の方は Cセ クションで観察すると、煙道

に埋上がある。下の煙出しの方はプランだけしか確認していないので、上下の煙出しが同時に使用されたか否かは不

明である。

窯体の両側壁面は、中程から奥壁にかけて遠元されて黒化しているのが一般的であるが、この窯だけは焼けて赤く

なっている。還元面力叢J落 して焼けた面が露出しているのではなく、操業途中で天丼部などがくずれて空気にふれて

赤化したと考えられる。床面の上に炭層があり、長さ10cm前後の炭材がわずかに残っていた。

前庭部は 3号炭焼窯の前庭部床面から25cm上 に黄褐色土を敷いて貼床としている。前庭部の中央に大きな穴があり、

-5-
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南太閣山Ⅱ遺跡の 1号炭焼窯 〔宮田 1983〕 の例のように、灰などをかき出すために必要だったのであろう。前庭部

の覆土上面からは製鉄に関連する円筒形土製品 (図 19の 52)が出土している。

3号炭焼窯 (図 9)

3号炭焼窯は2号炭焼窯、 1・ 2号穴によって切られている。窯は半地下式で、窯体の長さ10.8mである。床面は

奥壁で幅1.lm、 焚口で幅55帥である。床面からの深さは奥壁で56cm、 焚口付近で56cmである。床面の傾斜は焚日付

近から中程まで 5度、中程からほぼ水平になり、奥壁付近で逆に傾きが変わる。排水濤は奥壁の煙出しの底から出て、

両側壁面下に沿って焚口に出る。奥壁付近から窯体下半都へ2.5mの広さの範囲で床面から炭材が出土している。炭は

長いもので約50cm、 平均20～ 30cmである。床面から1～ 2度の傾きがあり、面的に取り上げると3段になっているこ

とが確認できる。

奥壁及び側壁の煙出しは窯体から離れて掘 り抜かれている。奥壁の煙道出回は12cmの円形で小さくて、上から下に

は掘 りにくい。側壁の煙出しはCセ クションで観察すると、2枚のタール付着があり、煙道をすぼめた形になっている。

前庭部の下半は未掘だが、黒褐色上の上に黄褐色土を混ぜて貼床にしている。その面から表土までは80～ 90cmの深

さである。製錬津が前庭部から出土している。鉄鏃 (図 19の 69)が天丼部の構築上の中から出上している。

以上、 1～ 3号炭焼窯は切り合い関係から、 3号→ 2号→ 1号 と順次新しくなる。その変遷の時間幅も埋上の状況

から、大きくないと考えられる。

4号炭焼窯 (図 10)

窯は半地下式である。窯体の長さは14m以上で、あと50cm～ lmで奥壁に達すると推測できる。床面は奥壁付近で幅

1.2m、 焚口で幅80cllである。床面からの深さは奥壁で60cm、 焚口で24cmで ある。床面の傾斜は焚口で 3度、中程から

奥壁にかけてほぼ水平になる。 eセ クションの観察から2枚の堅い炭化面がある。その下面の中にも2枚の炭化面が

ある。

側壁の上の煙出しは遺構検出時では窯体と連結しているが、土層、壁面の観察から窯体から離れて作られていると

考えられる。炭材は煙出し付近の床面から1～ 2度傾いた状況で出土しており、上から3段に分かれる。下の煙出し

は窯体から離れて作られているが、遺構検出時には地山が落ちて、窯体と接する煙道の入回はややひしゃげている。

これら2つの煙出しの底面は床面より約10cm低い。

焚日から前庭部にかけて段があるが、草山B遺跡の 1号炭焼窯 〔宮田 1986〕 の例のように埋めてなだらかにして

いる。前庭部は13号炭焼窯によって切られている。前庭部の西側には深い穴がある。土師器・製錬津 。鉄刀 (図 18の

27・ 28・ 34・ 41、 19の 70、 20の71)が前庭部の床面や覆土から出土している。

5号炭焼窯 (図 11)

5号炭焼窯の前庭部は 6号炭焼窯のそれを切っている。窯は半地下式で、窯体の長さは11.4mである。床面は奥壁

で幅1.lm、 焚日で幅70cmである。床面からの深さは奥壁で40釦、焚口で28cmで ある。床面の傾斜は焚口付近で 3度、

中程で 2度、奥壁付近で逆に傾きを変える。遺物が窯体の床面から多く出土している点が、他の炭焼窯で見られない、

特異なあり方である。 Bセ クションを観察すると、床面を切って細い穴が地中につづいており、その穴は 5号穴まで

つづいていると考えられる。

奥壁 。側壁の煙出しは窯体に接して作られている。側壁の煙道に、土師器大型甕の体部下半 (図 18の 45)が入ってい

る。このような土器の使用例は県内の調査で未確認だが、体部下半に煤が多量に付着していることから、煙出しの閉塞

用に使われたものと考えられる。窯体の未掘部分にやや突出している所があり、煙出しのプランの可能性がある。

前庭部は黄褐色土を敷いて貼床としている。北側には浅い穴がある。焼土、炭まじりの前庭部の覆土中に遺物が出

土していて、その多くは床面から浮いている。鉄津の出土量も約12.7k9で ある。それらの遺物は 5号炭焼窯に属する

-11-
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と考えられる。

6号炭焼窯 (図 11)

窯は半地下式で、窯体の長さは8.8mで ある。床面は奥壁付近で幅 lm、 焚日付近で幅約70cm(推定)である。床

面は Cセ クションで観察すると3枚以上が確認できる。その厚さも厚い所で20cmに なる。床面の傾きはほぼ水平であ

る。

奥壁の煙出しは窯体に接して掘り、煙道の入口を石で「口」状に組んで、その上に粘土を貼って煙道の壁面にして

いる。その壁面は小さな木を井げた状に組んで、その上にスサ入り粘土を貼って作られている。この仕切りの作り方

は東山Ⅱ遺跡の 5号窯 〔関 1983〕 に類例がある。側壁の煙出しも奥壁のそれと同工に作られている。

焚口及び前庭部は後世は攪乱を受けているが、一部焼上がある。Eセ クションにかかる焼土は焚日のものである。

前庭部の西側壁は5号炭焼窯の前庭部の半分の所にあたり、5号炭焼窯の前庭部床面より5～ 10cm程深くなっている。

前庭部から下に排水濤が出ているが、この滞は上野赤坂A遺跡の 1号炭焼窯 〔宮田 1982〕 の例のように、窯体の向

きと濤の方向から考えて、 6号炭焼窯に伴うものと考えられる。 (宮田)

9号炭焼窯 (図 12)

9号炭焼窯は調査区の北東に位置し、前庭部覆土上面に 2号製鉄炉が構築されている。窯体は等高線にほぼ直交

し、奥壁と側壁の 2箇所に煙出しをもつ半地下式の炭焼窯である。窯体の長さは約9.9m、 床面の幅は奥壁近くで92cm、

焚口で62cmを測る細長いバチ形をなし、床面及び側壁下半は小礫層中に構築されている。

遺構検出面から床面までの深さは、奥壁で60cHl、 焚口で16cmを残す。最終床面の傾斜は焚口で 5度程度で窯体中央

部へ登り、弓なりになって傾斜が少なくなり、奥壁では逆の傾斜をもつ。床面は焚口から窯体中央部にかけての範囲

が大改修されている。湧水による改修であることが、東側の地山が常に水気をもっていることからわかる。改修はま

ず当初の床面を20cm程度掘り下げて、新たに黄褐色土まじりの暗茶褐色土を入れ、さらに粘性の強い暗黄褐色地山土を

埋土して防水処置を施し、1次床面を作る。さらに、1次床面上には焼土まじりの暗橙禍色の間層を狭んで最大厚18cm

の 2次床面 (黒褐色土)が構築される。 2次床面の中には 3枚程度の硬く焼きしまった床面層が薄く入る。側壁はわ

ずかにタト傾して直線的に立ち上がり、壁面は中央都から奥にかけて逮元し遺存状態が良いが、手前は剖落が著しく、

焼壁面を残さない。

奥・左側壁の煙出しは壁から離れた位置に円形に掘り込まれ、出回の最大径は約40cIIl、 70clnを それぞれ測る。壁面

はタールが付き黒色化する。左側壁の煙出しの最大径は壁面の中位にあり、弧を描いて立ち上がる。底面は焼成部床

面より約15cm低 く、入口穴の形状は半楕円形を呈し、横幅45cm、 高さ20cmを測る。奥の煙出しの底面は、焼成部床面

より約10cm低 くなり、壁は円錐状に立ち上がる。入口穴の形状は半楕円形をなし、横幅約40cm、 高さ約20cmを測る。

前庭部の形状は、長径3.7m、 短径約3.Omの卵形をなす。湧水対策の改修掘削は前庭部にも及び焚日と同一幅で長

さlm程北側へ掘り込み、北東に抜ける濤に連なる。床面は貼り床が施され、ほぼ平坦である。また、右側に位置す

る穴は、最終操業時に近い段階で掘り込まれた穴である。出土遺物の内、操業時の遺物は30のみ。

7・ 8号炭焼窯 (図 13)

7。 8号炭焼窯は調査区のほぼ中央南側、 6号炭焼窯の東南に位置する未調査炭焼窯。 7号炭焼窯は等高線に直交

して構築され、右側壁と奥の 2箇所に煙出しをもつ半地下式の炭焼窯である。窯体規模は長さ約9,4m、 幅は奥壁近

くで約1.2mの細長いバチ形を呈する。前庭部は大規模な攪乱が入り不明。 8号炭焼窯は 7号炭焼窯に並列して東側

に構築された半地下式の炭焼窯である。窯体の長さは約13m、 幅は奥壁近くで約1.2m、 焚口で約85cmの細長いバチ

形をなす。煙出しは奥と右側壁の 2箇所にあり、奥はやや離れて、右側壁煙出しは接して認められる。前庭部は4m

程度の方形に掘られた穴と推定するが攪乱が入り明確でない。 7・ 8号炭焼窯の新旧関係は不明。
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10。 11・ 12号炭焼窯 (図 13)

10号炭焼窯は調査区東端に位置する未調査炭焼窯。窯体は等高線にほぼ直交して構築され、焼成部の先端は11・ 12

号炭焼窯前庭部によって切られる。残存窯体の長さは約 7m、 幅は中央部で約1.2m、 焚口で約80cmを測り、焼壁及

び煙出しは確認できなかった。また、焼成部覆土上から出土した遺物は、11。 12号炭焼窯前庭部からの流れ込みの可

能性が高い。前庭部は幅約4.5m、 長さ3mの方形と推定される。

11・ 12号炭焼窯は10号炭焼窯の南側に位置し、前庭部及び窯体の一部を確認した。窯体は半地下式で焚回の幅はそ

れぞれ約80cmを測る。前庭部を共有し、覆上の堆積状態から11号炭焼窯が新しいと推定する。

13号炭焼窯 (図14の 1)

調査区のほぼ中央北側に位置し、 4号炭焼窯前庭部を切って構築される。調査は焼成都中央から奥に限定したが、

左右の側壁及び奥に煙出しをもつ炭焼窯である。遺構検出面から床面までの深さは焼成都中央で96cm、 奥壁で74cm、

床面の幅は中央部で92cm、 奥壁で90cmを それぞれ測り、 2～ 5度の傾斜をもって登る。側壁は弧を描いて内湾しなが

ら立ち上汚ヾり、床面から20～ 60cm程の高さまで還元面が残る。左側壁の煙出しは、壁面をわずかに掘り窪めて煙道と

する。右側壁の煙出しは、側壁に接して楕円形の掘 り方をもち、焼成部との壁面は貼り壁で構築する。奥の煙出しも

同様の構築方法を用い、出日は径約20cmの小さな煙道をもつ。

穴・溝 (図 14の 2・ 3、 図15)

穴は調査区全体から確認されたが、調査は2～ 10号穴、 1号濤に限定した。穴 。滞の用途は不明なものが大部分で

あるが、2号穴は覆土の堆積状態から粘土採掘穴と推定する。また、5号穴は用途不明であるが長径約4.5mの竪穴で、

底面は平坦に構築される。南側壁面から径約20cmの横穴が掘られ、 5号炭焼窯の側壁を切って連なる。遺物は 5号穴

から須恵器、円筒形土製品、鉄津、 6・ 8号穴から土師器、円筒形土製品、鉄津、 4。 7号穴から鉄淳が出土。

3.遺  物 (図 16～ 20)

旧石器時代の遺物 (図16の 1)

5号穴覆土中より出土し、風化が著しい。安山岩質の横長の象J片を素材とした残核と考えられる。

縄文時代の遺物 (図 17の 2～ 13)

縄文土器は、早期・中期 。晩期のものがある。 2は胎上に繊維を含む楕円の押型文土器。 3～ 5は半裁竹管で沈線

を垂下させる中期前半の土器。10。 11は晩期の条痕の深鉢・浅鉢で、11の外面を赤彩する。12は「く」字状に外傾し、

端部に櫛状工具で刻みを施す。

平安時代の遺物 (図 17、 18、 19)

平安時代の遺物は、土師器、須恵器、円筒形土製品、土管形土製品、鉄製品、そして多量の鉄津、炉壁がある。遺

物は炭焼窯前庭部覆土及び製鉄炉周辺から多く出土し、遺構間の接合関係もみられる。

1号製鉄炉周辺出土遺物 (図 17の 19、 18の33。 39、 19の49・ 53～ 57)

1号製鉄炉周辺の鉄淳層から出上した。33は全形を知りえる唯―の土師器小型甕で日径14。 lcm、 高さ14.5cm、 底径

8.Ocmを 測る。日縁部は直線的に外傾し、端部を丸くおさめ、内面をわずかに肥厚させる。体部の内外面はロクロナ

デ調整し、底部近くの外面を斜上方からの削りを加える。体部外面には煤が付着する。底部外面は不定方向の削りを

施す。39も 小型甕の底部破片で、底径6.Ocmを 測る。体・底都外面に削りを施し、内面はロクロナデ調整する。49・

53～ 57は円筒形土製品で、 2次的被熟痕は認められない。55は差込み内径3.2cmを測り、体部の下半外面をカキメ調

整する。49・ 56は体端部破片で、内径11.2cm、 8.Ocmを 測る。19は須恵器甕破片で粗い円形アテ具痕を残す。

2号製鉄炉周辺出上遺物 (図 18の 24～ 26・ 32、 19の 64・ 68)

2号製鉄炉の北・北西側の鉄淳を含む層から主に出上した。24・ 25は須恵器杯 Bで、24は口径 10。 lcm、 高さ4.4cm
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を測る。口縁部は直線的にタト傾し、器壁は薄く

ロクロ痕を残す。底部外面はヘラ切り未調整で、

内面は中心部までロクロナデを施す。高台は太

くて低く、わずかにふんばり端部は平坦。25は

口径15.6cmの 口縁部破片で、外面に 2条の沈線

を残す。26はやや焼成不良の須恵器杯Aで、日

径 12.8cHl、 高さ3.5cmを 測る。外傾 した日縁部

は端部でわずかに外傾度を増し丸くおさめる。 図16 出土遺物 (縮尺 2/3)15号穴

底部はわずかに九味をもち、ヘラ切り軽いナデ調整し、内面はロクロナデ。32は口径11.2cm、 高さ3.9culの土師器椀

Aで、全内外面を赤彩する。外傾した口縁は端部近くで器壁が厚くなり、外傾度を増して尖り気味におさめる。内外

面ロクロナデ調整し底部外面は糸切り未調整。64は土師器甑の体端部に付く鍔状突帯破片で、タト径19.8cmを測る。68

は鉄刀で茎の中央で厚さ 5 mm、 幅 2 cm。 関は片関の撫関タイプであろう。刀身は厚さ 4 mm、 幅3.5cm。

1・ 2号製鉄炉周辺出土遺物 (図 18の 20、 19の 51・ 65)

1・ 2号製鉄炉の中間から出上し、所属が明確でないもの。20は口径H.8cHlの 須恵器杯 B tt。 頂部からなだらかに弧

を描いて口縁部に至り、端部を九くおさめる。頂部外面はヘラ切り軽いロクロナデ、内面は不定方向のナデ、ロクロ

ナデ調整。51は円筒形土製品。内径3.8cmを測り、端部を平坦に切 り取る。65は口径24.Ocmの 須恵器中型奏で、やや

焼成不良。体部の内外面は粗いタタキ、アテ具痕を残す。

2号炭焼窯出上遺物 (図 18の 36、 19の 52)

36・ 52は炭焼窯前庭部覆土より出土。36は土師器大型甕の体部破片で、外面にカキメ及び斜上方からの削りを施

し、内面を斜方向のハケメ調整する。52は円筒形土製品の差込み破片で、内径2.4cmを測る。 2次的被熱痕は認めら

れず、内面にしぼり痕を残す。
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3号炭焼窯出土遺物 (図 19の 69)

焼成都中央の覆土層上面より出土した。厚さ2 mmの薄い無茎鉄鏃である。

4号炭焼窯出土遺物 (図 18の 27・ 28・ 34・ 41、 19の 70)

27・ 34は前庭部左側の床面近くから、28・ 41・ 70は右側の覆土から出上した。27・ 28。 34は土師器小型甕で、27の

口縁部はタト傾度が小さく、体部をロクロナデ調整する。口径11.8cm。 体部下半外面には部分的に斜上方からの削りを

施す。28は直線的にタト傾する国縁部が付き、体部はロクロナデ調整する。日径11.6cm。 34の日縁部は途中でタト傾度を

変えて、直立気味にのび、尖り気味に端部をおさめる。日径14.8cm。 体部は上半外面にカキメ、内面をロクロナデし、

下半外面には斜上方からの削りを、内面でナデ調整する。41は土師器大型甕で、 5・ 6号炭焼窯前庭部からも破片が

出土している。日径21.6cm、 外傾した口縁部の端部は面取りされ、沈線状の窪みをもつ。体部は上半外面をロクロナ

デし、斜上方からの削りを加える。内面には部分的なカキメ調整が施される。70は前庭都右側の覆土層上面近くから

出上した鉄刀で、茎の部分が最も厚く9 mmを 測る。関は片関の撫関タイプで、刀身は平棟で厚さ 6 mm、 幅は関近くで

2.5mを測り、幅は先端にむかって広がり気味である。

5号炭焼窯出土遺物 (図 18の 21・ 22・ 29。 41・ 44・ 45、 19の 63)

奥壁近くの焼成部床面よりやや浮いた状態で須恵器21・ 22が、45は側壁の煙出しの中に据えた状態で底部から体部

が、周辺の床面直上、前庭部さらに、1号製鉄炉鉄津層からも破片が出土した。また、前庭部出上の遺物には29・ 41・

44。 63があるが、覆土層上面からの出土であり、 5号炭焼窯覆土遺物と推定する。

杯 B蓋21は平坦な頂部から稜をもって口縁部に至り、端部を九くおさめる。頂部外面はヘラ切り軽いロクロナデ、

内面はロクロナデ調整する口径12.Ocmの小破片。22も 平坦な頂部にわずかな稜をもって日縁部に至る。端部は尖り気

味におさめる。頂部外面はヘラ切り軽いロクロナデ、内面もロクロナデ調整する日径12.6cmの破片。29は口径13.4cHl

の上師器小型甕で、外傾する口縁部は途中でわずかに稜をもち、端部は丸くおさめる。44は口径21.Ocmの 大型甕で、

日縁端部は面取りされ、外面には煤が付着する。内面には2条のカキメを施す。45は全形を推定しえる唯―の大型甕

で口径20.0伽、高さ32.5cmを 測る。日縁部は直線的に外傾し、斜上方に面取りされた端部が付く。端部はロクロナデ

によって窪む。体部は上半内外面をカキメ調整し、下半外面を斜上方からの削り、内面を斜方向のハケメ調整する。

また、体部外面には多量の煤が付着する。63は酸化烙焼成された土管形土製品で、内径12.8cmを 測り、長さ3.3cmの

差込みをもつ。差し込み外面にはカキメ、内面をロクロナデ調整し、体部の上半外面にはカキメを施すが、タタキの

痕跡が残る。内面はカキメ及びロクロナデ調整。下半外面にはタタキ、内面に同心円のアテ具痕を残す。類例は流団

No.16遺跡 1号窯跡出土遺物 〔上野 1980〕 にある。

9号炭焼窯出土遺物 (図 18の30。 38、 19の 61)

全て前庭部覆土から出土。30は口径11.8cmの上師器小型甕。直線的に外傾した日縁部の端部は九くおさめる。体部

内外面をロクロナデ調整し、下半外面には斜上方からの削りを加える。38は底径7.2cmの小型甕破片で、体部下半外

面には横・斜上方からの削りを施す。内面はロクロナデ調整。61は酸化焔焼成された円筒形土製品の小破片で、 2次

的被熱痕はない。

10号炭焼窯出土遺物 (図 18の 31・ 35)

未調査の炭焼窯で、遺構検出時に焼成部覆土層上面から出土した。31は日径12.Ocmの土師器小型奏で、外傾した日

縁部は途中で外傾度を変え内湾気味に直立し、端部は丸くおさめる。体部は内外面ロクロナデ調整され、下半外面に

は斜下方からの削りを加える。底部外面は刹落するが、内面は一方向のナデ調整する。35は小型甕の体部破片で、外

面にロクロナデ及び一部分に斜上方からの肖Jり を加える。内面をカキメ調整し、部分的にナデによって消す。

11・ 12号炭焼窯出土遺物 (図 18の 37。 40)
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24～ 26・ 32.2号製鉄炉周辺 27・ 28・ 34。 41 4号炭焼窯
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未調査炭焼窯で前庭部プラン検出時に出土した。37。 401よ土師器小型甕底部破片で、体都下半外面は斜上方及び横

方向の削りを施す。37の内面は板小口面でのナデ調整する。37・ 40の底部外面は不定方向の削り、37の内面をハケメ

調整する。底径は37が10.3釦、40は7.6cmを測る。

5号穴出土遺物 (図 18の 23、 19の 50)

23は須恵器杯 B蓋の小破片で、やや不確実であるが日径14.4cmを測る。薄い器壁の口縁部に、楕円形の大きな端部

が付 く。50は内壁面が剥落した円筒形土製品の破片で、長さ 5 mmの短かい差込みをもち、内径3.8cHlを測る。体部上

半をナデ、下半をロクロナデ調整する。

6号穴出土遺物 (図 18の 47、 19の 62)

47は土師器大型甕の日縁部小破片で日径20。 2cmを測る。縁端部は斜上方に面取りされ、中央都がわずかに窪む。端

部内面は幅広の肥厚帯をもつ。62は円筒形土製品の体部小破片で、端部は面取りされて平坦である。内タト面ロクロナ

デ調整する。

8号穴出土遺物 (図 18の 46、 19の 60)

46は土師器大型甕の日縁部破片で日径18.8cmを測る。口縁部は内湾気味に外傾し、端部内面をわずかに肥厚してお

さめる。体部上半外面の調整は不明であるが、内面はロクロナデ調整する。60は円筒形土製品の体都小破片で、内外

面ロクロナデ調整。

包含層出土遺物 (図 17の 14～ 17、 18の 42・ 43、 19の 48・ 58・ 59)

遺構外から出上した遺物は、土師器大型甕の42・ 43、 円筒形土製品の48・ 58・ 59がある。42は口径18.6cmを測る。

日縁部は直線的に外傾し、端部は斜上方に面取りされ、中央部はわずかに窪む。日縁部内面はカキメ調整する。体部

は上半外面を部分的にカキメ調整し、さらに斜上方からの削りを加える。内面はロクロナデ調整。43も 直線的にタト傾

した口縁部の端部は斜上方に面取りされ、中央部はわずかに膨らむ。口径19。 4cm。 口縁部内面はカキメ調整する。体

部は上半外面にカキメ、内面にロクロナデ調整する。481よ全形を知りえる唯―の円筒形土製品で、差込み内径4.2cm、

体部内径10,4cHl、 高さ12.8cmを 測る。体部の内外面はロクロナデ調整され、 2次的被熱痕は認められない。58・ 59は

体部上半の破片で、58の外面にカキメ調整が入る。14～ 17は土師器大型甕の体部小破片で、外面にタタキ、内面に扇

状 (放射状)の アテ具痕を残す。

中世の遺物 (図 17の 18)

18は珠洲の壼体部上半の小破片で、外面に斜方向のタタキを残す。 (池野)

炉壁 。鉄滓 (図 19の 66・ 67、 20の71～ 80)

鉄淳の大部分は 1・ 2号製鉄炉周辺から約2,800k9出 土した。余大のものが多い。ガラス質鉄津をも一部含む炉壁は

約336k9で ある。炉壁・鉄津は製鉄炉の構造の解明に手がかりを与えてくれる資料である。

1号製鉄炉周辺鉄滓層出上の炉壁・鉄洋 (図 19の 66・ 67、 20の 72・ 75。 76。 78～ 80)

66は保土穴のある炉壁である。炉壁はスサ入り粘上で作られており、黄色の間に黒色が入っている色調を示す。こ

の黄色が空気にあたってできたとすれば、少なくとも6 cmの炉壁が想定できる。黄色の部分がまっすぐとすれば、約

60度の傾きの保土穴になる。内径4.4cm。 この穴にフイゴの羽口を装着した可能性がある。67は炉壁粘土や炭が付着

した鉄津で、円形の穴がある。穴には滴のように鉄津がたれていることから、保土穴から風が送られたためにできた

鉄津と考えられる。そのことは66の穴の径と合致することからも裏付けられる。72は表面がデコボコの流出津で、裏

面は赤褐色粘土が粒状に付着している。74は炉内残留津で、裏面には炉底に敷いた粘土(ス サ入を含まない)が付着し

ている。重さ2.4k9。 75は表面ツルツルの流出淳で、裏面は72と 同じである。76は炉内残留津で、重さ2.8k9。表面はわ

ずかに磁着する所やガラス質になった所もある。裏面は青灰色粘土 (スサ入らない)付着の面と黄白色粘土 (スサ入

-22-



り)付着の面に分かれる。前者は炉床、後者は炉壁の面を示している。78は流出津で、表面が糞状で、粘性の強い鉄

津が流れ出た状況が窺える。磁着がわずかである。79は内外面に炭・炉壁が付着している鉄淳である。80は 1号製鉄

炉の流出淳で、炉の下方から流れた状況を示す。先は幅16cmと 細 くなっていることから、先端は折り取られている。

2号製鉄炉の下の穴出上の鉄滓 (図 19の 77)

77は炉内残留津で、重さ5.66k9。 表面は錆化している所が多い。裏面はスサ入り粘土が付着している。幅17cmと 月ヽ

型だが、それは 2号製鉄炉の炉床の幅を示す資料である。その他、71は 4号炭焼窯前庭部の覆土中から、73は 8号炭

焼窯の焚日付近の覆土上面から出土しており、共に流出津で、 1・ 2号製鉄炉の排津と考えたい。    (宮 田)
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V 塚越貝坪遺跡の調査
1.立地と層序 (図 21)

遺跡は、鍛冶川の左岸に面し、射水丘陵の先端部に位置する。今回調査を実施した地区は、標高 5～ 6mの微高地

で周辺の水田とは約 lmの高低差がある。また現況は、畑地、樹園地、果樹園として利用されている。

発掘区は、工事の計画から幅 7mの道路・排水路予定地に幅 1～ 2mの トレンチを6箇所設定した。

基本層序は、 I層、表土、Ⅱ層、黒褐色土、Ⅲ層、暗責褐色土 (漸移層)、 Ⅳ層、地山となる。南北に設定した 2・

6ト レンチでは、地山まで深い箇所で100～ 150cmと なり、最も南側に設定した 1ト レンチの東側では、表土 (10～ 20cm)

の下で地山になっているため、地山の地形は、 2・ 6ト レンチ付近で南に向って深い谷が入り込んでいると推察でき

る。北側の 5ト レンチ付近の地形は、表上の下で地山になり、その東、西側に浅い谷が入る。

2.遺  構

遺構は、最も北測に設定した 5ト レンチで、直径約20～ 30cmの穴、多量の土器が出土した楕円形の穴、不整形の

穴、南北に走る滞が確認されている。南側に設定した 1ト レンチでも、直径30～40cmの穴、焼壁穴、南北に走る濤が

確認されている。                                         (原 田)

1/2,000図21 地形と発掘区 (縮尺
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3.遺  物

遺物は遺構に伴なって出土したのは 1・ 3のみで、他は散発的に包含層から出土した。量は少ないが、縄文土器、

土師器、須恵器、珠洲、土師質土器などがある。

縄文時代の遺物 (図 22の 9。 10)

9は晩期の条痕を施す深鉢の回縁部破片。10は 口縁部破片で縄文を施す。

古墳時代の遺物 (図 22の 1～ 4)

1・ 3は 5ト レンチ西狽1の穴から出土。1は土師器甕の口縁部破片で回径17.Ocm。 口縁部は長く、直線的に外傾し、口

縁から体部外面を斜方向のハケメ、内面はハケメ、ナデ調整する。 3は甕底部破片で、体部下半外面はハケメ、内面を

ハケメ、ナデ調整。 2・ 4は 5ト レンチ北側からの表採品で、 2は高杯、 5は高杯か器台の脚部破片。

奈良時代の遺物 (図 22の 5)

5は須恵器杯 B蓋の破片。遺跡周辺からの表面採集品で回径13.Ocmを 測る。平坦な頂部からなだらかに縁端部に至

り、端部はおれて垂下し、内端部に稜を残す。頂部外面はヘラ切 リロクロナデ、内面はロクロナデ、仕上ナデ調整。

中世の遺物 (図 22の 6～ 8。 11～ 15)

6。 7は底部外面に糸切 り痕を残す土師器の皿で、7の 口径は12.8cm、 高さ3.7cmを 測る。8・ 11～ 14は珠洲で、8・

■は福鉢、12。 13は重、14は甕の破片。時期は吉岡編年 〔吉岡 1977〕 の 1～ Ⅲ期にあたり、12世紀後半から13世紀

代になる。15は京ヶ峰窯跡 〔酒井 1985〕 の甕体部破片である。

4。 ま と め

試掘調査の結果、確認された遺構、出土 少なく、遺跡の縁辺部にあたると推定される。 (池野 )
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V 調査の成果
1.椎土遺跡 A地区の遺構について

製 鉄 炉

配地 A地区 1・ 2号製鉄炉は長方形箱型炉である。その長軸は等高線に直交する。県内での箱型炉の例から、A地区

と同じ配地のものは、D地区 1・ 2号炉 〔関 1987b〕 、南太閤山Ⅱ遺跡 1号炉 〔池野 1983〕 、小杉九山遺跡 1～ 3

号炉 〔上野 1986、 島田 1986〕 、滑川市安田遺跡製鉄遺構 〔宮本 1982〕 である。排津方向は一方だけで炉の下方

である。A地区と違う配地を示すものは石太郎C遺跡製鉄炉 〔関 1983〕 で、斜面に並行である。鉄滓も炉の北側の

穴から多量に出土していることから、一方方向に排津される。このように炉の掘り方の配地から、炉の置き方に2通

りあることがわかる!前者の例は石川県天王山 1号炉 〔小村 1971〕、同県カマヤチA遺跡製鉄炉 〔小嶋 1986〕 な

どがある。後者の例は滋賀県野路小野山遺跡 1～ 3号炉 〔穴澤 1984〕、岡山県緑山遺跡 1・ 2号炉 〔中山 1986〕 な

どがある。それらは両側に排津穴があることから、後者のものには2つのタイプがあると考えられる。

構造 1・ 2号炉は炉本体を示す上部構造が遺存せず、炉床以下の下部構造を示す掘り方だけを検出した。炉の掘り

方の長さを比較すると、 2号炉は1号炉の約1/4倍である。この小型の製鉄炉は県内初例である。

炉の掘り方は乾燥のために空焼きを行った後、小破片にした炭を中に詰める。その上に粘土を貼って炉床を作る。

この下部構造は県内の古代箱型炉の一般的なあり方である。しかし、 1号炉と2号炉とでは炉床のあり方が違う。 1

号炉の方はスサを入れない粘上を貼って炉床とする。県内の箱型炉の通有のあり方である。 2号炉の方はスサを入っ

た粘土を用いる。それらの炉床の規模は不明である。しかし、炉床の規模がわかる南太閤山Ⅱ遺跡 1号炉の、内幅34cm・

長さ2.46mや、石太郎C遺跡製鉄炉の内幅43cm前後の例から考えて、 1号炉の炉床の規模はそれらのものと大差ない

であろう。 2号炉の炉床は炉内残留淳 (図20の 77)か ら幅17cmよ り少し大きい程度と推測できる。

上部構造である炉壁は、東山Ⅱ遺跡の炉内残留津の炉壁付着状況からもスサ入り粘上で作られていることがわかる

〔関 1983〕 。1号炉の炉内残留津 (図20の 76)からも同様のことがうかがえる。炉壁の幅も1号炉の炉壁 (図 19の 66)

から幅 6 cmを少し大きい程度と考えられる。南太閤山Ⅱ遺跡 1号炉では炉壁の幅は床面付近で 8 cmを確認できる。

2号炉の掘り方の下に穴がある。この穴の、特に北端の深い所から多量の鉄淳が出土している。県内の箱型炉には

類例がない。岡山県緑山遺跡 1・ 2号炉などは両側に排淳ピットがあることからも、2号炉の穴も排津用ピットである。

2号炉の下の穴の鉄津は外観上やや錆化しているものが多い。この鉄淳の分析から大澤氏は粗悪鉄塊の再製練の可能

性を指摘 (Ⅶ章参照)さ れている。古代の製練過程に対する新しい見方の呈示で今後問題となろう。

関連遺物 1号炉の鉄津層から保土穴のある炉壁 (図 19の66)が出土している。類例は岡山県大蔵池南遺跡にあり〔森

田 1982〕 、フイゴなどの送風装置との関連がある。県内では製鉄炉周辺からフイゴの羽口が出土しておらず、鍛冶

遺構では多く出土する。しかし、製鉄炉の送風装置の有無が問題であるが、保土穴の炉壁から送風装置の存在を考え

たい。それに関連する遺物として円筒形土製品 (図 19の 48～ 68)が 1・ 2号炉の鉄淳層から出上している。さし込み

口で内径2.4～ 4.2cm、 体部下半の端部内径 8～ m。 2cm、 高さ12.8cmで ある。被熱痕や使用痕は確認できないが、送風

装置の導入管として使用したと推測される。この上製品は椎土遺跡以外の製鉄遺跡から出土していない。また、土管

形土製品 (図19の63)も導入管として使用されたのであろうか。

1,2号炉の排淳は重複しているが、切合い関係は不明である。しかし、遺構検出時の炉壁の広がり、図 6の Aセ

クション、図23の炉壁 。鉄津分布から、X28Y107と X31Y104を結ぶ線で分かれる。1号炉の鉄津は約2,525k9である。

その量は未掘部分にある鉄津量の半分にも満たないので、総重量は5tを 超えると予測される。 2号炉の鉄津は約

279k9で、ほぼ全部採集したと考えられる。昨年の試掘の時に出た鉄淳も含めると、約300k9と 推測できる。
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砂鉄は鉄津に付着して検出されるだけでなく、炉の掘り方や作業面からも出土している。

操業時期 1・ 2号炉のつF津層から遺物が出土しており、9世紀第 2四半から第 3四半期を中心とする。土器から新旧関係が

明確にできないので、同時存在の可能性もある。しかし、1・ 2号炉は後述する鉄製炉の操業回数や大澤氏の鉄津分析を合せる

と、時間差を考えたい。そうすれば、2号炉周辺出土の須恵器 (図 18の 25)から、2号炉は新しくなる可能性もある。

炭 焼 窯

炭焼窯は製鉄用の木炭をつくる。13基あるうち、発掘した 8基について述べたい。

形態 半地下式の窯である。地山を掘って、その土で天丼部を構築し、空焼きを行った後、その中に炭材を入れて炭

を作る。13号窯のみ奥壁付近は少し壁面が九くなってトンネル状に掘られている。全掘していないが地下式になるか

も知れない。その他は、表土から真直に掘られているため、壁面は真直で、わずかに工具痕が確認できる所もある。

窯体の煙出しの位置にバラエテイーがある。窯体から離れるもの (2、 3、 4、 9号窯)と 窯体に接するもの (1、 5、

6、 13号窯)に分かれる。前者から後者への変化が遺構の切合い関係からわかる。1～ 3号窯は 3→ 2→ 1号 と新しく

なるが時間幅は不明である。煙出しの位置による、炭焼窯の形態分類 〔宮田 1986〕 に従えば、前者はC類、後者は

D類にあたる。この変化は小杉九山遺跡の2～ 4号窯でも確認できる 〔神保 1986〕。

床面は特に窯体下半が黒くなっている。操業回数が多いと堅い面になることがある。 6・ 9号窯で観察できる堅い

面の間に焼上、炭が混じっている層がある。堅い面となる場合とそうでない場合があり、床面の枚数は操業回数の目

安になるだけである。そのため、 1年のうちの数回の操業なのか、年次を経た操業なのかを床面の枚数から区別する

ことは難しい。A地区では確認できないが、上野赤坂A遺跡 7号窯 〔宮田 1982〕 は最低 3年間、石太郎C遺跡 3号

窯 〔関 1983〕 は1年間の使用を推測できる。また床面の傾斜は1～ 5度以内におさまり、全体に傾斜はゆるい。

炭材の詰め方は、立て詰めが指摘されており 〔関 1984b〕 、近現代の炭焼きもその方法をとる 〔岸本 1976〕 。し

かし、A地区 3・ 4号窯の炭材は斜めで出土している。その炭は立てていたものを取り出す時に倒れたままで残った

ものか、元々は炭材でなく敷材であったものということも考えられるが、斜め詰めの可能性を考えられる。

炭焼窯の壁面を補修している例が13号窯で確認できる。炭焼窯の補修用の上を取るための大型ピットが野田A遺跡

で指摘されている〔関 1985〕 。埼玉県大山遺跡では製鉄炉の炉壁補修用の大型ピットが指摘されている〔高橋 1979〕 。

これらの例から、A地区の 2・ 5号穴は穴の底面が礫層上面で止まっている点を考え合わせると、炭焼窯あるいは製

鉄炉の補修用採土穴と考えられる。 1号穴は未掘だが、 2号穴と同様であろう。

操業時期 炭焼窯は遺物がほとんどが出土せず、時期を決めるのが困難な場合が多い。今回、時期がわかる遺物は4

・5号窯のもので、9世紀第2四半期から第3四半期である。C類からD類の変化から、4～ 6号窯は4号窯は古く、

5号窯から6号窯と新しくなるが、上記の時間幅でおさまる変化である。そうすると、 4号窯は 2・ 3,9号窯と類似

し、 5号窯の類似は 1・ 6・ 13号窯である。 5。 6号窯は同工な作り方から年次を経た作り替えと考えられる。製鉄炉

との対比で考えるならば、 1号炉に伴うものが4～ 6号窯である。野田A遺跡や上野赤坂A遺跡の例のように、炭焼

窯が近接する製鉄炉にすべて伴うとは考えられないが、 3。 4・ 9。 13号窯から製練津が出上していることと、後述す

る炭焼窯の使用回数の試算例から、多くの炭焼窯は 1・ 2号炉に伴うものと考えたい。そうなれば、 1号炉は 2～ 6

号窯、 2号炉は 1号窯あるいは13号窯を想定したい。 9号窯は、 1号炉か調査区以外にある炉に伴う可能性がある。

最後に、椎土遺跡の 2年間の調査から、A・ D地区の動きを考えてみる。 8世紀後半から9世紀初めにD地区で鉄

生産が始まる。9世紀に入り、A地区に移り、9世紀後半まで続く。その間には粗悪鉄塊の再製練も行なわれている。

9世紀後半のある時期になると、A地区5号穴、D地区 2号穴の遺物の散在的な出土例から、D地区からC地区ある

いは他の地区に鉄生産が移 ったことが予測される。

注① 穴澤義功氏は、前者の炉を「縦置き」、後者の炉を「横置き」と呼んでおられる。
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分布図では一括 して扱った。

表 1 椎土遺跡A地区の鉄洋・炉壁重量

遺  跡 出 土 部 位 炉   型 鉄淳重量 (k9) 炉壁重量 (k9) 備 考 文 献

椎 土 遺 跡

(A地区)

１

２

そ

号炉 周 辺

号炉 周 辺

の 他

箱 型 炉 2,524.652

278.752

76.333

295,315

36.655

38.73

1号炉の排津は未回収が多い。
2号炉の排淳は大部分回収した

本  書

小計 2,879.737 卜計  370,7

椎 土 遺 跡

(D地区)

1・ 2号炉周辺

そ  の  他
箱 型 炉 2,702.66

471.74

119 32

21 5

1・ 2号炉の排津はすべて回収していない

〔関 1987a〕

小計 3,17440 小計  140,82

小 杉 丸 山

1号 炉 周 辺
2     //

3     //

そ  の  他

箱 型 炉 940

9,220

2,530

270

1号炉は未掘、 2号炉の排淳と谷部で混在
数次の操業

〔岸本1984〕

〔上野1986〕

〔島田1986〕

句`百キ12,960拍KD

野  田  A
製鉄炉 周 辺

そ  の  他
1,271.235

54.0

20,78

2.0

炭焼窯の前庭部の上に炉を構築。箱型炉を想定

〔関 1983〕

小計 1,325.235 /1ヽ言+    22.78

石 太 郎 C
製鉄 炉 周辺

そ  の  他
箱 型 炉 188.850

8.548

11.244

8.5 炭焼窯の前底部から鉄淳8.525k9出土 〔関 1983〕
/1ヽ高+   276.398 /1ヽ

「
1   19,744

南太閣山Ⅱ

炉

炉

他

号

号

の

１

２

そ

炉

炉

型

型

箱

竪

5.8

2.2

0.65

8.8

76
0 75

1号炉の流出津は未回収

谷部未掘
〔池野1983〕

小計  8.65 小計  17.15

上野赤坂A

炉

炉

居

他

口〓号
報
の

１

３

１

そ

竪 型 炉 16
2.0

0.4

50.65

3.6

0.3

製鉄炉 3基検出

鍛冶工房

1号炭焼窯の前庭部から鉄津42.5kg出土

〔宮田1982)

/1ヽ三十    54.65 /1ヽ言キ     3.9

東 山 I 1号炉及び製鋭炉 箱 型 炉 大部分未掘 〔神保1983〕

東 山 Ⅱ 1号 住 居 2.723 鍛冶工房 〔関 1983〕

黒 河 尺 目 全 体 8.713 7.343 掘立柱建物の周辺から出土 〔関 1988〕

注① 鉄淳は未洗いのものが多いため炉壁と区別できず、重量は概数である。
表 2 製鉄関連遺跡出上の鉄洋・炉壁重量
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2.椎土追跡 A地区の土師器・須恵器について (図 24・ 25)

椎土遺跡A地区の上師器は、小型甕12、大型奏 8、椀 1、須恵器は杯B蓋 4、 杯Bl、 杯Al、 中型甕 1と 少なく、用途別

では煮炊具20、食器 7、貯蔵器 1と煮炊具が主体をなす。しかし、出土量は、調査された製鉄遺跡の中では比較的多い部

類に入り、また、住居跡等が確認できなかったことから、操業時に必要最低限度の上器を持ち込んだものと考えられる。

土師器の特徴をみると、小型甕の口縁部の形態は、直線的に外傾し、端部を丸くおさめるものが主体をなし、日縁

端部内面をやや肥厚気味におさめるものと、途中で外傾度を変えて、端部を直立気味におさめるものが各 1点ある。

体部上半はロクロ成形痕を残し、下半外面に斜・横方向などの削りを施す。底部外面は、不定方向の削りを施すも

ので、糸切り痕を残すものはない。

大型甕の口縁端部は斜上方に面取りされたもので、面取りされた端部の器壁が厚くなる特徴をもつ。この外に、九

味をもって内湾し、端部内面を肥厚気味におさめるもの。端部を面取りし、内面に広い肥厚帯をもつものが各 1点あ

り、新しい様相をもつ。体部上半外面はロクロナデ、カキメ、カキメの後、部分的に斜上方からの削りを施し、内面に

はカキメ、ロクロナデ調整する。下半から底部にかけての外面は、斜上方からの削り、内面を斜方向のハケメ調整を

施す。この外面に削りを加え、内面をハケメ調整する技法はセットをなす調整技法として捉えられる。

体部外面にタタキ、内面アテ具痕を残すいわゆる「北陸型の甕」は小破片 5点 と非常に少ない。この内、 1点のみが

2号製鉄炉周辺出土遺物である。当遺跡の遺物は、 9世紀第 2四半期頃から第 3四半期頃と推定しており、当然「北

陸型の甕」が主体をなさなければならないが、実体は異なる。

「北陸型の甕」を提唱された岸本氏は、その特徴として、①ロクロ成形、②体部上半はカキメ調整、③体部下半か

ら底部にかけてのタタキ調整、④体部中程にヘラ削りを施す土器と定義付け、平城宮Ⅲ並行期から出現するとされた

〔岸本 1982〕。岸本氏が提唱された頃は検討資料が少なく、定義付けのみが先行したが、出土遺物から再検討する

時期にきていると思われる。結論を先きに述べると、たしかに「北陸型の甕」及びロクロ成形甕の出現は、流団No16

遺跡窯跡出土遺物からも平城宮Ⅱ並行期頃に求められるであろう。しかし、この「北陸型の甕」がそれ以降の全ての

大型甕に採用されたわけではない。出現期の流団No 16遺跡窯跡出土遺物 〔山本 1984〕 (図24の 3)にすら、体部下半か

ら底部外面を斜上方からの削り、内面を斜 i縦方向のハケメ調整を加えたものがあり、常に数種の調整技法が共存する

と考えるべきであろう。大型奏の口縁形態、調整技法は、遺跡の性格、地理的位置、流通経路によって大きく異なる。

図25の 23、 24は石太郎C遺跡 1号炭焼窯前庭部から出土した一括品 〔久  々1983〕 で、その好例である。

さらに、土師器甕の焼成場所については、流団No16遺跡2号窯跡 〔上野 1980〕 床面から還元、酸化烙焼成された

同一個体破片図24の 2が出上しており、須恵器窯跡で甕を焼成したことはまちがいないであろう。しかも、甕の胎土

には多くの混和剤が含まれ、明らかに須恵器胎土と異なることから酸化烙焼成の上師器甕を目的としていることがわ

かる。従って、還元4PB焼成になったこの手の甕は失敗品と考える。けれども、全ての土師器奏が須恵器窯で焼成され

たとは考えていない。それは、多くの日縁部形態、調整技法が錯綜して存在することと窯跡からの出土量が少ないこと

からである。

また、口径に対して高さが約1.5倍程度になる大型奏は、流回No 7窯跡 〔上野 1982〕 同No 7遺跡 〔久  々1982a〕

同No21遺跡 〔上野 1983・ 1986〕 などに7世紀を通して確認でき、この定型化された大型甕は 8。 9世紀を通して大

きな変化は認められない。

8世紀からの 9世紀前半の大型甕の口縁部形態及び調整技法の組み合せは基本的な9種を想定できる:この内8種

を確認した (図 25)。 提示した資料は全てロクロ成形の大型甕で、射水丘陵の須恵器窯跡、製鉄遺跡及びその関連遺

跡からの出土品である。

日縁部形態は、端部を九くないし尖り気味におさめたA、 途中で折れて上方へ引き上げた B、 端部が斜上方に面取

‐―‐―一
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りされるCに大別される。また、体部下半からは底部にかけての調整技法を、外面タタキ、内面アテ具痕を残す「北

陸型の甕」の調整技法を a、 外面を削り、内面をハケメ調整する b、 内・外面ハケメ調整するCと する。

日縁部形態Aは、 8世紀前半代に認められ、後半代に入ると減少する。ただし、小型甕には長く用いられる。Bは主

体をなす口縁部形態で、9世紀中頃まで多く認められる。C形態で提示した2は、上野赤坂A遺跡 3号穴の出土品〔久々

1982b〕 で日縁部の調整からロクロ成形甕と推定したが、体部の調整は、外面上半に斜方向のハケメ、下半から底部

にかけて削り調整し、内面はハケメ調整するなど古い様相を多くもつ。また、隣接する住居跡からの出土品である 1

。3も 近い時期の遺物と推定され、報告書によれば平城宮Iに並行するという。 8世紀後半以降にみられるCは上野

赤坂A遺跡出土甕とは直線的な系列で捉えられないであろう。現段階では、須恵器甕からの模倣形態と考えておきた

い。出現期については、流団No16遺跡 2号窯出土鍋や図24の 7～ 27の流団No18 C遺跡 〔上野 1982〕 2号住居跡出土

遺物甕、同28～37の平野窯跡出土遺物が参考になろう。後 2者は、8世紀第3四半期頃に比定する遺物であるが、27

の大型甕はBと Cの中間形態であり、29～ 31・ 33な どは完成されたC形態である。従って、 8世紀中頃を前後する時

期を推定する。野田A遺跡出土 〔久  々1983〕 の26は、体部下半外面にまでカキメ調整され、厳密にはa技法には入

らないが、多くのロクロ技法を施す意味でこの類に含める。時期は須恵器杯B蓋から、8世紀第3四半期後半から第

4四半期前半頃を推定する。

B・ C形態は、 9世紀中頃を境に減少し、新たに、端部内面を屈曲させたり、肥厚させる形態に変化する。

調整技法aは、タタキ、アテ具痕を残し、流団No16遺跡以降連綿と用いられるが、 9世紀後半にアテ具の変化がお

きる。 8世紀代及び9世紀初頭の高沢島Ⅱ遺跡 〔神保 1978〕 では円形アテ具のみで構成されているが、 9世紀第 2

四半期頃に推定している室住池窯跡群第1地点では格子目状のアテ具が出現している。さらに、後半代の鋳型が採集

された製鉄遺跡の図26の No 82・ 84遺跡では、扇状 (放射状)の アテ具が 4割程度を占めている。また、射水丘陵を離れる

が 9世紀中頃から後半代に比定した立山町浦田遺跡 〔池野 1987a〕 では、扇状、放射状が 2割強、円形が 3割強、

ロクロナデが 3割であった。口縁部形態とアテ具の変化は軸を―にしていると推定される。

一方、須恵器甕などのアテ具は、8世紀第 3四半期の平野窯跡 〔池野 1987b〕 |こ細かな平行・格子目状のアテ具

痕を残すものが 2割程度含まれている。ほぼ同時期の福山窯跡では、平行アテ具の外に、放射状アテ具も認められる

〔西井 1985〕。また、流団No18 C遺跡でも放射状アテ具を残す破片があるが時期は特定されていない。室住池窯跡

群第 1地点では荒い平行・放射状アテ具が4割弱、後半代のNo82・ 84遺跡では5割程度を占めている。土師器甕の扇

状 (放射状)アテ具の出現を現段階では9世紀後半代を想定しており、整合しない。今後の検討課題である。

b技法は外面削り内面ハケメ調整する技法で、上野赤坂A遺跡の非ロクロ甕にも用いられており、a技法より先行

出現する可能性をもつ。以降連綿と用いられ、 9世紀後半代にもわずかに認められる。

C技法は古墳時代以来の伝統技法であり、8世紀後半まで確認できる。

椎土遺跡A地区の上師器大型甕は上述分類に当てはめると、図18の41～45の口縁部形態はC、 また、46。 47は 9世紀

後半代の形態をもつ。調整はb技法を用い、全形を知りえる45は Cbにあたる。また、 a技法の小破片のアテ具は全

て扇状 (放射状)である。

須恵器については出土量が少なく明確な時期比定はできない。射水丘陵窯跡群と比較した場合、室住池窯跡群出土

遺物が最も近いであろう。しかし、図18の 25の非常に高さがある杯 Bはみられず、今後の検討を要する。

以下のことから、椎土遺跡A地区出土の上師器、須恵器の大部分は9世紀第2四半期から第3四半期頃を推定して

おく。 (池野)

注① 図化した数量であり、小破片を含めれば若干変動する。
注② 基本的な分類である。例えばタタキの上に縦のハケメを施すものやアテ具の後にハケメ調整するなど各種のバリエーションが認められる。
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Ⅵ 可ヽ杉町の製鉄関連遺跡
1.遺跡の分布 (図26。 表 3)

県内の古代製鉄遺跡は射水丘陵遺跡群が中心で、その他は、呉羽丘陵遺跡群、滑川市安田遺跡などがある。小杉町

がある射水丘陵遺跡群は現在172箇所の製鉄関連遺跡があり、最大規模である。県内の鉄生産を一手に担っている様子

を呈している。呉羽の方は現在10箇所の製鉄関連遺跡が確認されている。製鉄炉は未確認で、鍛冶遺構が多いが、実

体については不明な点がある。そのため、調査が進んでいる小杉町の製鉄関連遺跡について考えてみる。

射水丘陵に大閤山ランド、小杉流通業務団地などの大規模な開発が計画されるようになったのを契機として、昭和

51年度に県埋蔵文化財センターが分布調査を実施した。その結果、小杉町には31箇所の製鉄遺跡が確認できた。その

後の調査で、製練遺構から鍛冶遺構を含めた製鉄関連遺跡は町内では119箇所確認できる。そのうち、51遺跡では製

鉄炉30基、炭焼窯132基がある (表 3)。 119遺跡の 9割以上は製練に関する遺跡であるため、計算上、全体を110遺跡

として、その中にある製鉄炉・火焼窯の数を求めてみる。上記の51遺跡から算出すると、炉66基、窯270基である。

発掘調査で確認された数字 (26遺跡で炉23基、窯104基を確認)で算出してみると、炉96基、窯437基になる。すなわ

ち、計算上では、製鉄炉60～ 90基、炭焼窯270～ 437基になり、炉と窯は 1:4.5で ある。期間は300～ 400年間で作ら

れたものであろうが、調査例は特に8～ 9世紀のものが多い。

遺跡の立地は、射水丘陵が平野部に面する所から開析谷に沿って山奥深くまで製鉄炉・炭焼窯が確認できる。標高

は5～ 100mに達する。最近では砺波市増山地内でも製鉄遺跡の集中地区があることがわかってきた 〔西井 1987〕。

遺跡の分布状況から大きく2つ のブロックに分かれる。No63の椎土遺跡からNo109の南太閤山Ⅱ遺跡までの太閤山ラ

ンド周辺ブロック (幅3.4km)と 、下条川をはさんで西側のNo108や Rな どの月ヽ杉流団周辺ブロック (幅1.5km)である。

前者124遺跡 (製鉄炉27基、炭焼窯140基を確認)、 後者は17遺跡 (製鉄炉 6基、炭焼窯10基)である。須恵器窯跡は

前者の範囲には8遺跡19基、後者では7遺跡21基がある。前者のランド周辺は製鉄遺跡に比べ須恵器窯跡は少なく、

後者の流団ブロックはその逆である。鉄と須恵器の生産には燃料となる原木の伐採が必要なため、同一地区での各々

の共合が考えられる。須恵器との関連がわかる小杉流団地内 (51ha)の調査例を見てみよう。この地区では須恵器

窯が 7世紀初め7基、 7世紀中頃 3基、8世紀前半～中頃 6基ある。 7世紀初めから8世紀中頃まで断続して須恵器

生産が行なわれている。須恵器生産の終了後、 8世紀末～9世紀頃から鉄生産が始まるが、短期間で終了して他の場

所に移る。太閤山ランド周辺ブロックでは8世紀初めには鉄生産が確認され 9・ 10世紀と続く。須恵器窯は8世紀中

頃から9世紀に及ぶ。特に、 9世紀では北陸自動車道以南の山深い所でも確認できる。

製練から鍛冶までの作業過程から見ると、製鉄遺跡のあり方は4つに分類できる。A類は椎土遺跡のように製鉄炉・

炭焼窯がセットとして、あるいはどちらか一方だけが出上している。このように、現地は原木を伐採して、製練作業

を行う場としてのみ使われる。定住的な居住領域がない。このA類は射水丘陵には多い。B類はA類の近くで鍛冶を

行う遺跡である。上野赤坂A遺跡 1号住居跡 〔宮田 1982〕 や東山Ⅱ遺跡 1号住居跡 〔山本 1983〕 は、製鉄炉の近く

で 1棟単独にあり、鍛冶工房としての性格である。C類は製鉄炉から離れた場所にあり、鍛冶を建物周辺で行ってい

る遺跡である。建物は工人集国のものか、一般集落の建物の一部かどうかは不明である。 9世紀初めの砺波市高沢島

Ⅱ遺跡では、建物を伴う穴から鍛練鍛冶津が出上している 〔久  々1978〕 。この遺跡とその製練の場と考えられてい

る増山地内の製鉄遺跡 〔西井 1987〕 とは離れている。この例から、鍛練鍛冶を行う場がA類 とは離れていることが

わかる。なお、B類とC類は調査例が少なく、不明な点が多い。D類は鋳造を行う遺跡である。すなわち、鋳型の出

土する遺跡である。この遺跡は発掘調査例がなく不明な点が多い。表採遺物は鋳型だけでなく、土師器、須恵器も多

い。A類 とは違って住居跡などが推測できる。さらには、周辺から鉄津も採集できることから、製練から鋳造まで二―

―

―

―

―

十

１

１

１

　

　

　

１

一
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環して行った可能性が高い。この D類 はNo81、 No82の綿打池 A遺跡、No86の 恩坊池 A遺跡早No101の ハシロ遺跡♀ L

遺跡の 5箇所がある。綿打池A遺跡では竪型炉が確認されている 〔林寺 1986〕。これらの遺跡は9世紀後半から確

認できる。

鉄津重量 (表 2)で A類を見ると、製鉄炉の排津量は箱型炉が竪型炉より多いことが窺える。箱型炉は少なくとも

200k9以 上のつF津量があり、竪型炉ではわずかである。このことは製鉄炉の操業回数とも関係するだけでなく、箱型

炉から竪型炉への改良 〔大澤 1983〕 現象と一致するかどうかは今後の検討が必要である。

次に、製鉄炉 1基でどのくらいの鉄がとれるのかを椎土遺跡A地区を例にとって算出してみる。近代たたらにおけ

る製品 (鐸・銑)製造時の原料の重量比によれば、製品1に対して砂鉄は3.6～ 5.0、 炭は3.8～ 5,0である〔大澤 1979〕 。

A地区で使用された砂鉄は鉄分が少し低いので、2～ 2.5割の歩合として考える。 2号炉の拶F淳は300k9とすると、砂

鉄は380～ 400k9必要となる。銑は80～ 100k9出来る。 1号炉の鉄津は2.5t以上で7.5t以内と予想されるので、砂鉄は

3.1～ 3.3t以上9.3～ 9.9t必要になる。銑は600～ 800k9以上1.8～ 2.4t以内になる。これが鍛冶作業を経て鉄製品にな

れば、鉄分もさらに減じるであろう。

炭は砂鉄と同じ量が必要である。A地区の製鉄用の炭はヨナラ類が多いが、サクラ属、モクレン属も用いられるこ

とは林氏の樹種分析 (Ⅶ章参照)でわかった。ここでは、一応、コナラ炭を用いたとして 1基の炭焼窯でどれだけの

炭が焼けるのかを算出してみる。A地区の炭焼窯の平均を求めると、窯体の長さは10m、 床面は0,9mで ある。天丼

の高さは、床面から遺構検出面から床面までの深さを考えて、50cmと 仮定する。焼成部は約 4m3と なる。長さ2尺の

コナラ木 (乾材)が l m3で425k9である 〔三浦 1943〕 から、ここでは400k9と 計算すると、1.6tの原木が必要となる。

しかし、炭材としての収炭率が15～ 20%である 〔岸本 1976〕 から、240～ 320k9の炭ができる。そうすると、 2号炉

では2回の炭焼きで十分である。 1号炉では13～ 14回から39～42回の操業が必要である。他に、炉の掘り方に入れる

炭が必要である。そうすると、A地区の製鉄炉付近にある多くの炭焼窯は 1・ 2号炉と同時期になる可能性が高い。

原料となる砂鉄の採集地は不明である。河川改修済のため、川砂鉄の採集の有無はわからない。椎土遺跡から北 9 km

には海浜が広がっていて、現在でも浜砂鉄は採集できる。特に、富山湾側の四方から岩瀬浜を経て常願寺川の川口ま

での約10kmの間は浜砂鉄が多く採集できる。近世の滑川市東金屋たたらは浜砂鉄を用いたという 〔金子 1976〕。砂

鉄分析からも岩瀬浜砂鉄と同鉱脈砂鉄といえる〔大澤 1983〕 ことから、浜砂鉄を利用していた可能性は高い。(宮田)

注①、② 林寺厳州氏の教示による。

2.採 集 遺 物 (図 27。 28)

採集されている遺物は多くない。この中で比較的多いのが、No81、 82、 Lの鋳型を伴なう製鉄遺跡で、一般的な製

鉄遺跡の遺物量とは異なる。一般的な製鉄遺跡は、核となる居住地 (集落)が存在し、操業時に現地に赴く操業形態

に対して、鋳型を伴なう製鉄遺跡は工房跡等の何らかの生活空間の存在が想定される。

No 5遺跡採集遺物 (図 27の 1～ 5)

塚越地内に所在し、黒河尺目遺跡の小谷を挟んで東側に位置する。採集遺物には、須恵器壷蓋、杯 B蓋、盤及び羽

白がある。 1はほぼ平坦な頂部から口縁部はやや九くおれ、端部を内側下方に内傾させたもので、頂部外面はヘラ切

リロクロナデ調整。口径13.4cm。 2・ 3は杯 B蓋で、 2の端部は小さく九くおさめる。 3は頂部外面に右まわりのロ

クロ削りを残し、縁端部は下方におれて、断面逆三角形状をなす。内面は不定方向のナデ、ロクロナデ調整。 4は日

径36.2clll、 高さ11.Oclnを 測る。日縁端部は角ばり、内端部を内側に引き出す。体部の中位からやや上の位置に舌状の

把手が付き、下半には浅いロクロ削りを施す。底部はほぼ平坦で、不定方向のナデ調整が加えられる。 5は羽日の基

部の破片。 2次的被熱痕を残す。
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図26 小杉町の製鉄関連遺跡 (縮尺 1/50,000)

-36-



番号 遺 跡 名 所 在 地 遺 構 の 種 類 調査 の有無 時 代 備  考

1 小杉町中老田

2

3 塚 越 貝 坪 62年一部試掘

4 黒 i「
TJ尺 日 黒 河 61・ 62年本調査 余良

5 黒河尺目東 塚越

6 塚 越 大 沢 製鉄炉 l基 62年一部試掘

7

8

9

11 表 野 里
【
炭焼窯 2碁 54・ 56年試本調査

13 黒 河 竹 山 竹山

14 里
ト

15 黒 inf西 山 西山 炭焼窯 2基 62年試一部本調査

製鉄炉

17 里
¨

西 山

中 山

製鉄炉

東 山 I 東 山 製鉄炉 1碁 54・ 55年試本調査

Ⅱ 炭焼窯15基 製鉄炉 54・ 57年 奈良 大部分保存

高山 炭焼窯  製鉄炉

大 開 南 A 大開 製鉄炉 2基 48年 試掘 奈良 保存

中 山 南 中 山 製鉄炉 ? 38～ 43年本調査 余良・平安 保 存

囲  山  東 下条囲山 製鉄炉 1基 余良

山 黒河高山 炭焼窯 2基 54年調査

大問山ランド
No 5

製鉄炉

土 代 A 土代 炭焼窯 8基 製鉄炉 1基 56年試掘 保存

堀田高 1基

石 太 郎 C 石太郎 6基 製鉄炉 1基 56年本調査 奈良

大PA4山 ランド
No24

堀田高 炭焼窯 1基

土代石太郎

No36

tlt野田

石太郎 製鉄炉 2基

上野赤坂 A 上蜘 炭焼窯7基 製鉄炉 3基 55年本調査 余良・平安

太問山ランド
No15

44 平野 炭焼窯2基

No22 平野

No29

Nrj28 入会地赤坂 炭焼窯 6基

番号 遺 跡 名 所 在 地 遺 構 の 種 類 調 査 の 有 無 時 代 備  考

野 田

赤 坂 赤 坂 炭焼窯 2基 製鉄炉 1基 59年試掘

″ 2基 製鉄炉

野 田 A 野 田 5基 梨鉄炉 1基 57年本調査 奈良

御坊山 炭焼窯  梨鉄炉

野 田 ク ■基

製鉄炉 1基

池 田 Ⅱ 池 田

//     1 製鉄炉

車 山 B 山本新 炭焼窯10基 製鉄炉 1基 59,60年 試本調査 奈良・平安 大部分保存

権上

椎 土 炭焼窯22基 製鉄炉 4基 61・ 62年試本調査 奈良・平安 大部分保存

北 野

野 田 池 A 野 田 製鉄炉 1基

ク   D ″ 1基

D

A 炭焼窯 l基

赤坂

炭焼窯 1基

天池

水 蔵 場 A 水蔵場 炭焼窯 1基 61年試掘 保存

//   B

C

//   D

炭焼窯  製鉄炉

綿 打 池 赤坂 炭焼窯 1基

平安

A 製鉄炉

″    B 水蔵場

ク   B

赤坂 梨鉄炉 奈良

思 坊 池 A

//   B

穴  谷  池 水蔵場

福 田 池 製鉄炉

切 石 谷 池

上 野 上野 炭焼窯 2基 45～47年試本調査

番号 遺 跡 名 所 在 地 遺 構 の 種 類 調 査 の 有 無 時  代 備  考

上 野 南 Ⅱ 水蔵場 炭焼窯 1基 62年一部試掘

IV 製鉄炉 1基

製鉄炉 1基 炭焼窯 1基

水 蔵 場 E

F 製鉄炉  炭焼窯

ン  ロ 数後谷

屋敷野池 A 二の谷

小杉流団
配18C 青井谷九山 炭焼窯 l丞 55年本調査 平安

1鶴
ク  Nd21
小杉丸山 6基 製鉄炉 3基 57～60年試本調査 保存

Nα 32
ク 2基 55年調査

Nα 27

Nd28

五歩一

109 南太閤山Ⅱ 南太閤山 炭焼窯 4基 製鉄炉 2基 56～ 58年試本調査 奈良・平安 一部保存

中太閤山 製失炉 1基

青井谷行福

製鉄炉 1基

杉 山

一立 製鉄炉

炭焼窯 1基 製鉄炉

西谷

上野

A 宮山市中老田

西押川

C 山本

D 炭焼窯

F

G 製鉄炉

炭焼窯 7基

I

J 炭焼窯 2基

製鉄炉

平安

M 炭焼窯 1基

N 製鉄炉

O 野 田 池 C 炭焼窯 2基

P 大門町水戸田 製鉄炉 1基

Q 小杉流団N薔 石名山 炭焼窯 1基 56年本調査

R 小 杉 九 山 水戸田 ク 1基 製鉄炉 1基 60年試掘

宮山市坂下新 炭焼窯

T こ ノ熊 12基 製鉄炉 l基

U 1基 (?)

V

表3 小杉町の製鉄関連遺跡一覧



No21遺跡採集遺物 (図 27の 6)

鬼沢池の東側斜面に位置し、製鉄炉が存在する。 6は短頸壼体部破片で、肩に 1条の沈線が入る。下半外面には、

浅いロクロ削りが施される。高台は低く外にふんばり、わずかに外端部がある。

No85遺跡採集遺物 (図 28の 17・ 18)

赤坂地内に所在し、製鉄炉が存在する。また、50m程離れた谷手前には須恵器窯跡 (平野窯跡)、 炭焼窯1基がある。17は

須恵器杯 B蓋で、日径14.2cmを 測る。平坦な頂部からなだらかに口縁部に至 り、端部は鋭角におれて、下方にのび、

端部に稜をもつ。頂部外面はヘラ切 り軽いナデを施し、内面はロクロナデ調整する。18は杯 Bで口径11.4cm、 高さ3.8cm。

口縁部は直線的に外傾し、端部は尖 り気味におさめる。高台は低くふんばり、底部外面はヘラ切り軽いナデ調整する。

No81遺跡採集遺物 (図 28の 19～ 31)

綿打池の東側斜面に位置する。綿打池の鋳型を伴なう製鉄遺跡については報告されている 〔林寺 1986〕 。ここで

は遺物の混在を防ぐため、遺物採集地点ごとに遺跡ナンバーを付けた。

採集遺物には須恵器杯 B蓋の19・ 20、 杯 Bの 21・ 22、 双耳瓶の24・ 25、 壼の26、 土師器甕の30・ 31、 鋳型の27～ 29

がある。19は 日径12.2cmの つまみをもつ蓋で、頂部から弧を描いて日縁部に至り、端都近くで大きく屈曲して、端部

は小さく丸くおさめる。頂都外面ヘラ切 リロクロナデ、内面は中心都までロクロナデ調整。20は小さくふくらんだ端

部が付く。杯 Bの 22は、口径13.3cm、 高さ5.7cmを測り、縁端部は直立気味におさめる。高台は低く、外端部を突出

させる。底部外面はヘラ切り未調整で、内面は不定方向のナデ調整される。24はラッパ状にタト傾する日縁部をもち、

端部は丸くおさめる。体部の肩には、九味をもち稜が明確でない耳が付 く。25は体都破片で、肩には面取りされた耳

をもつ。体部内面はカキメ調整される。顕部の器壁は薄く、短頸の可能性をもつ。26は壷の底部破片。体部下半外面

にロクロ削りを施し、高台はわずかにふんばる。30。 31は甕口縁部小破片で、外傾した日縁部が端部近くで直立し、

内面を肥厚気味におさめる。27・ 29は容器鋳型。スサ入り粘上で外形を、鋳込み面は砂を多く含む粘土で作られる。
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27は内型、29は外型。

No82遺跡採集遺物 (図 28の32～ 43・ 69)

綿打池の東側斜面に位置し、多くの鋳型が採集された遺跡である。林寺氏の綿打池A遺跡にあたる。採集遺物には、須

恵器杯 B蓋の32・ 33、杯 Bの 34～ 40、瓶の41、土師器甕42・ 69、鍋の43、鋳型などがある。32は日径11,7cmの蓋で頂都外面は

ヘラ切り軽いナデ、内面ロクロナデ調整。端部は九くて大きい。33はつまみの付かない蓋で口径18,7cmを 測る。器壁は

薄く、頂部外面はヘラ切り軽いナデ。内面はロクロナデ調整。端部は九くて大きい。杯 Bの 38は 口径10.Ocm。 高さ4.2cm

を測る。日縁部は直線的に外傾し、端部を九くおさめる。高台 ld・太くて低く、真下にのびる。底部外面はヘラ切り、内面

ロクロナデ調整。34・ 37は口縁部破片でロクロ痕を残す。日径13.2、 15.9cm。 35は日径13.4cm、 高さ5,7cmを 測り、日縁部

は中位でわずかに窪み、直線的にのびる。高台は低 く、外端部が突出してふんばる。底部外面はヘラ切 り、一部ロクロナ

デし、内面は中心までロクロナデ。36の口緑部の器壁は薄くロクロ痕を残す。日径14.2cm、 高さ6.6cm。 高台は低く、内端

部があがる。40は 日径20。 4cmを測り、口縁外面に 2条の沈線がめぐる。下半外面には右まわりのロクロ削 りを施す。41

は瓶類の底部破片で体部大半外面には、斜・上方からの削りを加える。内面はナデ調整。42は口径11.8cmの土師器小型甕

で縁端部を内屈させて、内面を肥厚気味におさめる。69は大型甕体部破片で、タト面は削り、タタキ、内面を放射状アテ具及

びロクロナデ調整。43は口径32.8cmの鍋で、縁端部は斜上方に面取り、内面を肥厚。

No84遺跡採集遺物 (図28の44～ 68・ 70)

No82遺跡の対岸西斜面に位置し、林寺氏の綿打池 B遺跡にあたる。採集遺物には須恵器杯 B蓋の44～ 49。 55、杯 Bの 50

～54・ 60・ 61、杯Aの 56～ 58、壺の59。 62、土師器甕、鍋の63～ 68、椀Aな どがある。杯 B蓋にはつまみが付く45と つまみのな

い44がある。44はほぼ平坦な頂部からわずかな稜をもって日縁部に至る。頂部外面はヘラ切り軽いナデ調整。内面は中

心部までロクロナデ。45のつまみは中央部が高 くなり、最大径2.35cmを測る。頂部は平坦で、ヘラ切リロクロナデ調整。

内面は中心部までロクロナデする。46～ 48は口縁部破片で、日径12.9～ 16.6cmを測る。頂部外面はヘラ切 り軽いナデ調整。

端部形態は、内傾 して九くおさめた48、 内端部にわずかに稜をもつ47・ 49な どがある。55は 日径25,4cmと 大きく皿 B蓋の

可能性があり、日縁外面には重ね焼痕跡を残す。杯 Bの全形を知りえるものはないが、器壁は薄く、ロクロ痕を残すもの

が多い。66の日縁部は端部近くで大きくひらく。50～ 54の高台は細くて低く、真下にのびて、外端部が上がるものが多い。

杯Aの 56の底部はわずかに九味をもち、日縁は内湾気味にタト傾する。日径11.8cm、 高さ3.lcm。 57の口縁は直線的に外傾

する。日径12.6cm、 高さ3.4cm。 土師器甕、鋼の口縁形態には、端部を斜上方に面取りされて、上方につまみ上げた66、端部

内面を肥厚させた64・ 65。 67・ 68、 内面をわずかに肥厚する63がある。

L遺跡採集遺物 (図 27の 7～ 15)

室住池の東側斜面に位置し、須恵器窯跡灰層と並存することから、遺物は一部混在も予想される。採集遺物には須

恵器杯 B蓋の 7～ 11、 杯 Bの 12・ 13、 鋳型の14・ 15がある。 7は小さなつまみが付き、つまみの中央部はわずかに高

くなり、最大径1.9cmを 測る。 8～ 11縁端部破片で、日径 12.8～ 16.4cmの ものがある。端部は内端部にわずかな稜を

もつものが多い。杯 Bの 13は日径15,4cmを測り、内湾気味に外傾する。下半外面には右まわりのロクロ削りを施す。

14は獣脚鋳型で鋳込面は還元する。15は鋳型蓋で、外面に 2条の沈線を引く。

まとめ

No 5遺跡採集遺物は 8世紀中頃と9世紀後半代、No21遺跡は明確でないが 9世紀代、No85遺跡は杯 B蓋の特徴から

8世紀後半代を推定する。、また、No81、 82・ 84遺跡は隣接 しており、ほぼ同時期と推定される。杯 B蓋にはつまみの

付かないものが含まれる。杯 Bには非常に高いもの、日縁下半外面にロクロ削りを施すものも認められる。また土師

器甕の縁端部内面を肥厚させたものが多く、体部内面のアテ具は放射状 (扇状)の割合が増すなど9世紀後半代の特

徴をもつ。 L遺跡も同様の時期に推定しておく。
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自然科学的調

1.椎土遺跡出土木炭の樹種
京都大学木材研究所 林  昭三

椎土遺跡 A地区 (富山県射水郡小杉町の丘陵地、 9世紀)か ら出土した木炭184点の樹種を同定した。この遺跡は

製練炉とそこで使用する炭を焼いた炭窯とがセットで検出されたものである。 調査した試料のうち172点 は 5基の

炭窯と2基の製練炉から採取した木炭で、12点は製練炉の製練津に付着した微細な炭化片である。これらの炭の樹種

を識別することにより、炭窯による出現樹種の相違、炭窯と製練炉とでの差異などについて考察をした。

試料として採取した炭はほとんどが小枝状のもので、炭の直径にして1.5～ 3.Ocmの太さのものが80%を 占めていた

(表 1参照)。 樹種もいろいろあり、全部の窯では17樹種を検出した。窯別の出現樹種の頻度は表 2に示したとおり

である。炭窯での樹種別出現数をみるとクリが半数以上を占め、ついでサクラ属、ヌルデの順である。クリが51%と

群を抜いて多量に検出されたが、サクラ属やヌルデが10%に も満たないことから、如何にクリが多く用いられたかを

物語っている。周辺にはクリの樹があちこちに生育していたことが容易に想像される。しかし一方クリが燃焼した際、

炭として残りやすかったという考えも可能である。針葉樹が一樹種も検出されなかったが、これは材料として用いな

かったのか、あるいは燃焼して炭になり灰になったために残っていなかったのかは不明である。上野赤坂A遺跡では

モミ、スギが、南太閤山Ⅱ遺跡ではヒノキが、野田A遺跡ではスギ、ヒノキが検出されたこともある。いずれにして

も周辺に生育していた樹木を伐採して利用したため、いろいろの樹種が検出されたのであろう。 3号窯のように試料

採取の個数が多ければ多いほど、検出された樹種の数も増加するのは当然である。しかし特定の樹種が特定の窯から

しか検出されていないのは、やはり周辺に生育している樹木を利用したものと考えて誤 りはないだろう。 2号窯と3

号窯の トネリコ属、 3号窯のケヤキ、ムクロジ、ツバキ、 5号窯のエゴノキなどである。

炭窯で多量に検出されたクリが製鉄炉ではわずか 1点 しか検出されていない。一方コナラ類が半数近い13点 も検出

されたことは、製鉄用の炭としてはコナラ類が適していたことを如実に物語っている。すなわち炭窯では製鉄用の

ナラ炭を焼き、周辺の細い樹木を伐採して用い、その中ではクリが多かったということである。

炭による樹種識別にはセロイジン包埋をして切片を作製し鏡査する方法をとっていたが、今回は炭の木日、柾目、

板日の 3破断面を実体顕微鏡 (最大倍率120倍)で観察する方法によった。すなわち乾燥した炭を3断面が出るよう

に割裂し、適当な倍率の実体顕微鏡下で観察し、写真撮影をして樹種の同定を行なった。炭化により木材はかなり収

縮するし、異方性のために割れ目が生じたり、円形の道管がレンズ状に変形することもあるし、その上ほとんどすべ

ての試料が幼令木 (平均樹令 3.6年)であるために完全な成熟木の組織的特徴を具えていないこともあって、かな

り困難な場合が多かった。特に製練津に付着していた炭化材は試料もきわめて小さく、収縮もより大きくなっていたよ

うで、完全な破断面も得られず、樹種識別はきわめて困難であった。しかし以下に示したような各樹種の特徴を捉え

ることにより同定を行なったが、誤認が全くないとは云いきれない。今回のほとんどの検出樹種は近傍の上野赤坂 A、

表野、野田A、 東山Ⅱ、南太閤山Ⅱの諸遺跡からの検出樹種と同様であった。しかし上述のように今回は針葉樹が一

樹種もなく、また広葉樹についてもクマシデ属、 トチノキ、ブナなど力`検出されなかった。一方ヤマウコギ、ムクロ

ジなど新らしい樹種が今回の調査で検出された。これらのことも周辺に生育している雑木を利用したということを裏

付けている。以下に各樹種の組織構造的特徴を簡単に記し、あわせて撮影した顕微鏡写真の代表的なものを付してお

く。写真の樹種名のあとの数字は倍率と試料番号を示す。
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コナラ類 (Quercus sp_ブ ナ科 コナラ亜属)

環孔材。大道管が孔圏を形成し、孔圏外では角張った小道管が火炎状に配列する。単穿孔。単列放射組織と典型的

な広放射組織とがある。柔組織は短接線状に配列する。コナラ、ミズナラがあるが材の組織からはいずれとも決めか

ねているのでコナラ類とした。コナラ亜属にはこのほかにクヌギ類があるが、孔圏外では円形の小道管が放射方向に

配列しているので両者を識別できる。

クリ (Castanea crenata Sieb et Zucc ブナ科)

環孔材。ヨナラによく似ているが、放射組織はすべて単列である。試料No28で は孔圏の幅がきわめて広 くなってい

たが、年輪界では火炎状に配列した道管が認められた。

ケヤキ (Zdkova serrata Makino.ニ レ科)

環孔材。孔圏の大道管は通常 1列、孔圏外では急激にその径を減じ、小道管は多角形で集団管孔を形成する。単穿

孔。放射組織は異性で、上下縁辺に方形細胞がみられ、 6～ 7列ある。No83、 95は孔圏道管が 2～ 3列 になっている

こともあったが、放射組織が異性であったためケヤキとした。

ヤマグワ (MOrus bombycis Koldz_ク ワ科)

環孔材。孔圏は多列で、単独あるいは 2～ 3個が複合し、孔圏外では小さい道管が集合して小塊状になる。単穿子し。      (
壁には交互壁孔配列がみられる。チロースがある。放射組織は異性で 1～ 6列ある。

モクレン属 (Magnolia sp.モ クレン科)

散孔材。やや小さい道管が単独あるいは 2～ 4個が主として放射方向に複合したものが年輪内に平等に分布する。

単穿孔。道管壁には層階状の壁孔が認められる。柔組織は年輪界でターミナル状に配列する。放射組織は同性ないし

異性で 1～ 3列、低く狭い。コブシ、タムシバ、ホオノキなどがあるが、いずれとも決めかねるのでモクレン属とし

た。

クスノキ科 (LAURACEAE)

散孔材。中庸の大きさの道管は単独または 2個が複合してやや斜方向に配列する形で分布する。単穿孔と階段穿子と

とを併有する。放射組織は異性で狭く低い。油細胞と呼ばれる大形の柔細胞が認められる。タブノキ、シロダモ、グ

ンコウバイなどが考えられるが、属名も決めかねるのでクスノキ科とした。

サクラ属 (Prunus sp.バ ラ科)

散孔材。やや小さい道管がほぼ平等に分布するが、年輪の内境で 1列 に、年輪内で斜方向に配列する傾向がある。

単穿孔。放射組織は同性ないし異性で 1～ 3列ある。サクラ属には多くの種類があり、どれもよく以た組織構造を示

すが、ヤマザクラではないかと考えられる。

ヌルデ (Rhus chinensis Mill ウルシ科)

環孔材。子と圏道管は大きく、単独あるいは 2～ 4個複合する。孔圏外へと次第に径を減じ、年輪の外境附近では集

団をなして接線方向に配列する。単穿孔。チロースが認められる。放射組織は異性で 1～ 3列、単列部で連結して高

くなることがある。

カエデ属 (Acer sp.カ エデ科)

散孔材。中程度の道管が単独あるいは 2～ 3個が放射方向に複合して均等に分布するが、年輪界では少ない傾向が

ある。単穿孔。柔細胞が接線状に 2～ 4細胞幅で不規則に配列する。放射組織は同性で 1～ 5列のものが混在してい

る。低い。イタヤカエデ、ハウチワカエデなどがあるが種名まで決めかねるのでカエデ属とした。

ムクロジ (sapindus mukorossi Geartn ムクロジ科)

環孔材。孔圏は数列ある。小道管は複合して塊状になって散在する。単穿孔。軸方向柔組織は帯状となり、接線方
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向に不規貝Uに連続する。放射組織は同性で 1～ 3列。低い。

ツバキ (Camelha iaponiCa L ツバキ科)

散孔材。きわめて小さい道管が単独あるいは 2～ 3個が複合して年輪内に均等に分布する。年輪の後半部では道管

は周囲の柔綱胞と同じ程度の径になる。階段穿孔。放射組織は異性で 1～ 3列。直立細胞がダルマ状に大きくふくれ

て結晶を含むのが特徴である。

ヒサカキ (Eurya japonica Thunb ツバキ科)

散孔材。きわめて小さい道管が年輪内に平等に分布する。階段穿孔。側壁に交互状および階段状の壁子と配列がある。

放射組織は異性で、背の高い直立細胞も認められる。 1～ 4列。ツバキのような異形細胞はない。

ヤマウコギ (Acanthopanax spinosus Miq.ウ コギ科)

接線孔材。多数の道管が放射組織の間で花房状に集合して接線方向に配列する。きわめて珍らしい特徴である。単

穿孔。交互壁子し配列をする。放射組織は異性で、単列のものから10列以上の広いものまであり、高さもいろいろのも

のがある。

エゴノキ (Styrax iapOnica Sieb.et ttuCC・ エゴノキ科)

散子L材。ほぼ等径の月ヽさい道管が単独で、あるいは主として放射方向に、ときに斜方向や小塊状に数個複合して平

等に分布する。階段穿子し。放射組織は異性で 1～ 4列ある。

トネリコ属 (Fraxinus sp モクセイ科)

環孔材。孔圏は多列。単独あるいは 2～ 4個が複合する。孔圏外にむかって急激に道管径を減じる。小道管は厚壁

になる。単穿孔。柔組織が連合することがある。放射組織は同性で 1～ 4列ある。コバノトネリコ、ヤチダモ、ヤマ

トアオダモなどがあるが、いずれとも決めかねるのでトネリコ属とした。

表 1、 2で環孔材、散孔材としたものは、それ以上の特徴が不明で、属の分類も不可能であったものである。

なお表 1の平均直径および年輪数は埋文センター宮田進一氏の測定値である。貴重な試料データとして併記させていただい

た。記して感謝の意を表します。

表 2 炭窯・製練炉別出現樹種頻度
2号窯 3号窯 4号窯 5号窯 6号窯 9号窯 窯刈ヽ計 1号炉炭

1,炉
禦 練 達 2号炉炭

Z考 〕岬
処 練 達 炉小計 合  計

ヨ ナ ラ 類 5 2

ク リ 2 4 1 1

ケ ヤ キ 6 1 1 7

ヤ マ グ ワ 0 2

モクレン 5 1 2 8

クスノキ 4 0 4

サ ク ラ 4

ヌ  ,レ  デ 2 1 0

カ エ デ 属 4 2 2 6

ム ク ロ ジ 5 0 5

ツ バ キ 5 0 5

ヒ サ カ キ 4 7 1 1 8

ヤマウコギ 0 2 2 2

エ ゴ ノ キ 1 1 4

トネリコ堰 2 2 0 4

リミ  TI` 1 0 l

A 1 1 0

B 1 1 1

8 9 6 5 28 184
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表 1 椎土遺跡 A地区出土木炭一覧
試 料 採 取 部 位 層 位 平 均 巨 径

(cm) 年輪数 樹 種

2号 窯
1 焼 成 部 床 面 >30 コナラ類

2 ク  リ

3 トネリコ属

4 1.6 ク  リ

5 トネリコ属

6 1.3 2 ク  リ

7

コナラ類

3号 窯
焼 成 都 床 面 2,7 5 ムクロジ

5.5 11 ケヤキ

ll 4.0 2 ク  リ

1.5 6 ムクロジ

3 トネリコ属

4 25 6 サクラ属

22 4

2 ク  リ

7 2.5 >5 ムクロジ

4.5 4 ク  リ

8 散孔材A

3.2 2 ク  リ

3.0 3 ヌルデ

19 4 ク  リ

3

3

3

1.2 2

5 環Tし材

3 ク  リ

8 カエデ属

7

2 ク  リ

2

22 2

2

6 カエデ属

2 ク  リ

2

2.5 2

サクラ属

2 ク  リ

l

3

7 ケヤキ

2.8 2 ク  リ

2 モクレン属

2

HIA料
番 号 採 取 部 位 層 位 平均 直径

(cm) 年輪数 樹 種

焼 成 部 床 面 14 ク  リ

2,7

サクラ属

モクレン属

トネリコ属

2.3 ク  リ

2.0 3

4 モクレン属

19 ク  リ

20 4

6.0 7 サ クラ属

3 ク ,

2.5 3

3

1.2 2

1.4 3 クスノキ科

12 4

3 ク  リ

4

1.4 2

3

71 8 サ クラ属

1.7 2 ク  リ

8 カエデ属

ク  リ

4 ムクロジ

1.5 2 ク  リ

3

5 ケヤキ

4.0 6 ヌルデ

2.1 6 ケヤキ

4 ツバキ

1.7 5

1.5 5 ケヤキ

8 ヤマグワ

2 ク  リ

2

2

3

4

1.5 3 サクラ属

1.4 3 ク  リ

1.5 1

4 ヤマ グワ

8 ムクロジ

5 ケヤキ
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試 料
番 号 採 取 部 位 層 位 平均 直径 年輪数 樹 種

焼 成 部 床 面 ク  リ

1

4.0 5

35 2

4 クスノキ科

102 2 ク  リ

6 ツバキ

6

4

2.0 4 サクラ属

焚 口 2 ク  リ

4号 窯
焼 成 部 床 面 2.5 3 ヌルデ

4 ヒサカキ

4 ヌ ,レデ

111 1 ク  リ

1.7 4 ヒサカキ

3 クスノキ科

2 ク  リ

サクラ属

2.2

ク  リ

2

4 ヌ ,レデ

2.2 3 ク  リ

122 2 ヌ ,レデ

123 3

17 2 ク  リ

32 4 ヌ
'レ

デ

3 ク  リ

30 3

9 サクラ属

2.3

3 ク  リ

2 ヌ,レデ

3 ク  リ

4 サクラ属

焚  回 4

前 庭 部 覆 土 3 ヌ,レデ

天 丼 都 4 ク  リ

前 庭 部 7 ヌ,レデ

5号 窯

焼 成 部 床 面 4 エゴノキ

焼成部先端 2 ク  リ

ヒサカキ

床 面 3 ヌルデ

馨彗 採 取 部 位 層 位 (cm) 年輪数 樹 種

5・ 6号窯前庭部 覆 土 4.0 モクレン属

5 ク  リ

2 エゴノキ

ク  リ

6号 窯
焼成部先端 床 面 1.2 2 ヒサカキ

1.5 5

2.7 4

3

ク  リ

焚 口

9号 窯

焼 成 部 床 面 1.6 ク  リ

サクラ属

ク  リ

煙 出 し 覆 土

焚 □ 1.3 l

1号 炉

炉 掘 り方 覆 土 4 ヨナラ類

13 l ヤマウコギ

カエデ属

ヤマウコギ

コナラ類

サクラ属

ヨナラ類

カエデ属

3 コナラ類

7ユ 作 業 面 覆 土 エゴノキ

>8 ケヤキ

ク  リ

炉 掘 り方 小破片 サクラ属

コナラ類

ヨナラ類

2号 炉
作 業 面 覆 土 3 コナラ類

2.6 5 モクレン類

2

177 炉 掘 り方 小破片 コナラ類

サクラ類

179 コナラ類

182 炉の下の穴 散孔材 B

183 ヒサカキ

コナラ類

サクラ属

註 No174～ 176、 No177～ 185は製錬津に付着した炭。
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1 コナラ類

木口×35

2号窯― ]

2ト ネリコ属
木口×35

2号窯-3

3.ト ネリコ属

柾目×60

2号窯-3

4 クリ
木口×30

2号窯-6

5 コナラ類
木口×35

2号窯-8

6ケヤキ
木口×25

3号窯-10

7ケヤキ
板目×40

3号窯-10

8サ クラ属
柾目×25

3号窯-15

9.ヌ ルデ

木口×65

3号窯-21

10.ヌ ルデ

柾 目×40

3号窯 -21

11カ エデ属
木口×45

3;窯 -29

12.ク リ

柾 目×45

3号窯 -32

13カ エデ属
木口×55

3号窯-35

14カ エデ属

柾目×40

3号窯-35

15,サ クラ属

木口×35

3号窯 -39

16.ケヤキ

柾目×80

3号窯-44
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17.モ クレン属

木口×65

3号窯-46

18,モ クレン属

柾目×45

3号窯-46

19モ クレン属

板目×75

3号窯-46

20.サ クラ属

木口×15

3号窯-60

21ク スノキ科

柾目×55

3号窯-65

22.ク スノキ科

木口×40

3号窯-66

23ク スノキ科

板目×65

3号窯-66

24ク リ
木口×35

3号窯-70

25,ム クロジ

木口×40

3号窯-75

26ム クロジ
柾 目×55

3号窯 -75

27.ム クロジ

板 目×35

3号窯 -75

28.ケ ヤキ

木口×40

3号窯-80

29.ツ ノヾ キ

木口×60

3号窯 -81

30.ツ ノヾキ

柾目×35

3号窯-81

31.ヤマグワ

柾目×65

3号窯-84

32.ヤマグワ

木口×75

3号窯-84

Ⅷ
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33ツ タヽ キ
柾 目×55

3号窯 -103

34 ヌルデ

木口×55

4号窯 -108

35ク リ

木口×25

4号窯 -11]

36ヒ サカキ

木口×35

4号窯-112

37.ヒ サカキ

柾目×40

4号窯-112

38エ ゴノキ
木口X40
5号窯-138

39エ ゴノキ
柾目×55

5号窯-138

40ヒ サカキ
柾目×55

5号窯-141

41.ヒ サカキ

柾日×55

6号窯-149

42.ヤマウコギ

木口×55

1号炉-159

43.ヤマウコギ

柾目×35

1号炉-159

44ヤマウコギ
板目×35

1号炉-159

45.コ ナラ類

布反目×20

1号炉-167

46.エ ゴノキ

柾目×35

1号炉-171

47コ ナラ類

木口×25

2号炉-184

48.サ クラ属

木口×40

2号炉-185
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2□ 椎土遺跡 A地区の考古地磁気測定

富山大学理学部地球科学教室

広岡 公夫、酒井 英男、井 口 滋存

1. `よ じめに

上の中に含まれる磁性鉱物 (磁鉄鉱や赤鉄鉱など鉄の酸化物)が焼かれて、高温から地磁気のなかで冷えると、こ

れらの磁性鉱物は、作用 している地磁気の方向の熱残留磁化を持つ。地磁気は少しずつではあるが、時代とともに

永年変化と呼ばれる変化をしているので、時代の異なる焼土はそれぞれの時代に特有の方向の残留磁化を持っている。

西南日本各地の遺跡の考古地磁気研究から、過去2000年 間の地磁気永年変化が明かにされ (HirOoka,1971)、 偏角・

伏角変化の標準曲線がつくられている (広岡、1977)。

過去の地磁気の永年変化を用いて年代を推定する考古地磁気法では、良く焼かれた焼土があれば遺構の種類を問わ

ないので、遺物が殆ど出土しないため考古学的に時代を決めることが難しい焼土遺構の年代推定に適した方法といえ

よう。しかし、炭窯の場合は、床面が充分焼けていないため、窯壁部から測定試料を採らなければならず、窯壁の内

側への傾動の影響を避けることができないという短所もある (広岡・酒井、1984)。 富山県内の炭窯の考古地磁気測

定は、小杉流通業務団地No 6遺跡 (広岡他、1982)、 上野赤坂A遺跡 (広岡・奥村、1982)、 東山Ⅱ、南太閤山Ⅱ、表

野、高山の各遺跡 (広岡他、1983a)、 太閤山ランド内遺跡 (広岡他、1983b)、 南太閤山Ⅱ遺跡 C地区 (広岡・酒井、1984)、

小杉九山遺跡 (広岡他、1986)、 草山B遺跡 (広岡・山本、1986)、 椎土遺跡D地区 (広岡他、1987)な ど多くの報告

がある。

2.試料の採取と磁気測定

椎土遺跡A地区では、 1、 2、 3、 4、 5、 6、 9号の 7つの窯から考古地磁気測定用の試料を採取した。試料数

は、 1号窯から13個 (試料番号 HTY1641～ 1653)、 2号窯から16個 (試料番号 HTY1621～ 1636)、 3号窯から18個 (試

料番号 HTY1661～ 1678)、 4号窯から19個 (試料番号 HTY1601～ 1619)、 5号窯から14個 (試料番号 HTY1581～ 1594)、

6号窯から25個 (試料番号 HTY1551～ 1575)、 9号窯から16個 (試料番号 HTY1531～ 1545)の総計121個である。

残留磁化の測定は夏原技研のリングコア型スピナー磁力計 SSM 85型 残留磁気測定装置を用いて行った。個々の試

料の測定結果は表 1～ 7に示されている。 3、 6、 9号窯は磁化強度が大きく、良く焼かれていることを示している。

しかし、磁化方向のまとまりは 4、 5、 6号は比較的良いが、他のものは相当大きなばらつきが見られた。表 8に は

フィッシャーの統計法 (Fisher,1953)に よって計算した各窯の試料個数 (N)、 平均偏角、平均伏角、フィッシャー

の信頼角 (α 95)、 精度パラメータ (K)が示されている。

3.考古磁気推定年代

表 8の結果を西南日本の過去2000年 間の永年変化曲線に記入したのが第 1図である。黒丸がそれぞれの窯の平均磁

化方向を示し、それを囲む円がα95の範囲を表している。図から明らかなように、α95の 円が大きく、推定年代の誤差も

大きくなることが理解できよう。また、偏角が西偏のもの (1、 2、 5、 6号)と東偏のもの (3、 4、 9号)の 2

種類に分かれる。これは、時代が異なるためなのか、磁化方向のばらつきによる誤差に起因するものなのかは良く分

からない。地磁気の方向に地域差がないとすると、考古磁気推定年代は、

1号窯  A D 680± 70年

2号窯  A,D670± 30年

3号窯

4号窯

A D 1210± 80年  または、A D 700± 80年

A D 1230± 40年  または、A D 670± 50年
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5号窯  A D 670± 50年

6号窯  A D 650± 30年

9号窯  A D 1230± 70年

となる。地磁気に地域差があり

は若干若い方にずれる。

または、A D 670± 80年

(広岡、1981)、 7～ 8世紀の頃は、畿内に比べて北陸では伏角が深いとすると年代
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Declination

第 1図 過去2000年の西日本の地磁気永年変化と椎上遺跡A地区古窯の考古地磁気測定結果
DECLINATЮ N :偏角、INCLINATION:伏角、 1:1号 窯、 2:2号 窯、 313号 窯、 4:4号 窯、
5:5号 窯、 6:6号 窯、 9:9号 窒

Ｎ

ば
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表 1 椎土遺跡 A地区 1号窯の残留磁化の測定結果
試料番号        属島       悸為       聰絲静戸
HTY-1641       22       518      175 E-5
1642      -60       678      273 E-5
1643       35       621      253 E-5
1644        57       570      144 E-5

*    1645       640       795      346 E-5
1646        04       587      120 ε-5

*    1647       628       517      556 ε-5
1648      -200       570      139 E-5

*    1649      -95 4       63 6      9 1l E-6
1650      -64       560      234 E-5

キ    1651       548       281      189 E-5
1652      -395       693      168 E-5
1653      -278       574      166 E-5

表 5 椎土遺跡 A地区 5号窯の残留磁化の測定結果
酬締    階   鞘   聯f,原
HTY-158ユ       ー131      593     843 E-5
1582       -33       645      766 E-5
1583      -24       624      867 E-5
1584        58       638      774 E-5

*    1585       230       641      469 E-5
1586        19       660      489 E-5
1587        16       698      355 E-5
1588      -194       547      788 E-5
1589      -241       554      921 E-5
1590      -160       541      671 E-5

*    1591      -211       442      827 E-5
1592      -129       544      110 E-4
1593      -150       502      201 E-4
1594      -223       559      412 E-5

*:平均磁化方向を求める統計計算の際に除外したもの、
E-4:× 10~4、 E-5:× 105

表 2 椎土遺跡 A地区 2号窯の残留磁化の測定結果

〕磁化方向を求める統計計算の際に除外したもの
×10-4、  E-5:× 10~5

HTY-1621     -142      569     566 E-5
1622      -180       598      162 E-4
1623      -350       602      169 E-4
1624      -250       590      562 E-5
1625      -138       560      213 E-5
1626       204       620      428 E-5

キ    1627       344       543      304 E-5
1628      -14       59 8      1H E-4
1629      -173       591      187 E-4
1630       38       603      141 E-4
1631      -55       626      823 E-5
1632       185       694      334 E-5

*    1633      1572       344      208 E-5
1634       23       782      498 E-5

*    1635      -408       657      768 E-5
*    1636      -673       673      220 E―

E-5 ×10-も、 E-6:×

表 3 椎土遺跡 A地区 3号窯の残留磁化の測定結果

*:平均磁化方向を求める統計
「
t算の際に除外したもの

E-4:× 104、 E-5:× 105

表 8 椎土遺跡 A地区古窯の考古地磁気測定結果

表 6 椎上遺跡 A地区 6号窯の残留磁化の測定結果
瀞需    踏 伏角

C)
磁化強度
(emu/g)

1551      -529       781      897 E-5
1552      -930       707      120 E-4
1553      -101       550      122 E-4
1554       -123        590       101 E-4
1555      -116       672      122 E-4
1556       368       780      938 E-5
1557      -120       697      129 E-4
1558      -190       543      127 E-4
1559        75       695      567 E-5
1560      -174       551      141 E-4
1561      -23 7       45 4      1H E-4
1562      -354       705      139 E-4
1563      -197       637      219 E-4
1564      -229       640      402 E-4
1565      -475       594      413 E-4
1566      -235       543      353 E-4
1567       310       640      848 E-5
1568      -262       725      115 E-4
1569       -66       770      783 E-5
1570      -46       613      406 E-4
1571        39       496      100 E-4
1572      -157       627      256 E-4
1573      -231       565      229 8-4
1574       -16       611      289 E-4
1575       250       423      755 E-5

HTY-1661       670       624      166 E-5
1662       231       518      478 E-5
1663       226       516      156 E-5

Ⅲ    1664      -623       662      375 E-5
キ    1665      -208       799      268 E-5
■    1666      -538       737      440 E-5
1667      -396       628      282 E-5
1668       36       559      268 E-5
1669       263       693      244 E-5

*    1670       451       845      203 E-5
1671      -75       711      372 E-5
1672       166       614      140 E-4
1673      -86       542      791 E-4
1674      -49       542      680 B-4
1675       -10       535      217 E-4

*    1676       276       511      723 E-5
1677       -63       512      501 E-4
1678       48       516      293 E-4

*:平均磁化方向を求める統計計算の際に除外 したもの、
E-4:× 104、 E-5:X10~5

表 7 椎土遺跡 A地区 9号窯の残留磁化の測定結果
偏角
(° E)

伏角
C )

HTY-1531       50      615      357 E-4
1532       153       516       320 E-4
1533        225        534        329 E-4
1534         63        528        375 E-4
1535         02        524        305 E-4
1636         06        553        430 E-4
1537         35        572        258 E-4
1538       ■ 3       569      490 E-4
1539      -135       732      238 E-4
1540      -244       691       277 E-4
1541      -270       695       243 E-4
1542        34       729       329 E-4
1543      -399       622      265 E-4
1544       162       696      295 E-4
1545       411       681       260 E-4
1546       211       661      252 E-4

醐κｅｍｕ／

E-4:X10~4

表 4 椎土遺跡A地区 4号窯の残留磁化の測定結果
A4H需    階
HTY-1601      -13      620     919 E-5
1602       -97       741      993 E-5
1603       194       615      104 E-4
1604       ‖ 9       633      115 E-4
1605       131       698      121 E-4
1606       211       543      988 E-5

*    1607      -97       384      169 E-4
1608       22       644      133 E-4
1609       -07       585      689 E-5
1610      -44       529      126 E-4
1611      -106       598      651 E-5
1612       53       546      827 E-5
1613       131       574      736 E-5
1614       127       648      375 E-5
1615      -30       615      794 E-5
1616      -89       734      966 E-5
1617      -45       716      808 E-5

*    1618      -163       775      809 E-5
*    1619        68       857      109 E-4

平均偏角  平均伏角   α95   .′     磁化強度
窯 名    N  IFsわ

  IFち 卿

  F VⅢ    K    蛇 面

｀

も

1号窯    9  -858   6043  601  743  186 E-5
2号窯    12  -870   6231   525  692  927 E-5
3号窯   12    289   5347   628   485  233 E-4
4号窯   16    423   6309   347   980  921 E-5
5号窯    12  -1135   5954  419  1078  827 E-5
6号窯   19  -1450   6187   402   704  184 E-4
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3□ 椎土製鉄遺跡 A地区出上の
鉄滓・砂鉄・炉材粘上の金属学的調査

大澤 正己

9世紀代に比定される椎土遺跡A地区の製鉄遺構から出土した製鉄関連遺物を調査して次の事が明らかになった。

(1)1号製鉄炉は、炉の掘り方が123× 560cmを 有する長方形箱型炉で中チタン含有砂鉄 (Ti02:5～ 7%前後)を原

料として製錬を行なっている。

(2)2号炉は、48× 128cmの炉の掘 り方をもつ小型箱型炉で、こちらは一次製錬と共に二段製錬 (精錬鍛冶的操業)

の可能性をもつ製錬津を伴出する。

(3)1、 2号製鉄炉装入の原料砂鉄は、塩基性 (赤日系)であるが、爽雑成分の少ない高品位のものであった。

い  1、 2号製鉄炉に使用された炉材粘土は、耐火度 (軟化点)を下げる不純物 (酸化第 2鉄 (Fe203)や 酸化マグ

ネシウム (MgO)ら )は少なく、近世たたら釜土に対してそん色のない品質であった。

lBい きさつ

椎土遺跡A地区は、富山県射水郡小杉町権上に所在する。遺構は 9世紀代の大型長方形箱型炉 (123× 560cm)と 、小型

箱型炉 (48X128cm)の 2基及び黒炭焼成の木炭窯13基が検出された。これら製鉄炉の操業で排出された鉄津 (大型

炉2.5ton、 小型炉280k9)と 炉壁粘土及び原料砂鉄が炉内より検出されている。これら供試材の調査依頼を小杉町教

育委員会より要請されたので、鉱物組成と化学組成の調査を行なった。その結果と若千の考察を加えたので報告する。

なお、同遺跡内には椎土遺跡D地区があり、製鉄炉 2基 と木炭窯 8基、および鍛冶炉 1基が調査され、それぞれの
11

出土鉄津も報告ずみである。

2日 調 査 方 法

2-1 供 試 材

Tab掩 1に示す。 1号製鉄炉遺物は、鉄津 6種,砂鉄 4種,炉壁粘± 1種であり、2号製鉄炉は鉄津 3種、砂鉄 3種、

炉壁粘± 1種である。また当遺跡では、地山から磁着する“含砂鉄土"が採取されるのでこれも比較材としている。な

お、炉壁粘土は、炉内に面する側はガラス質鉄津が付着しているので、両者が混じり合わない様に試料採取を行なっ

た。

2-2 調査項目

(1)肉眼観察

(2)顕微鏡組織

鉄津は水道水でよく洗膝乾燥後、ベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の♯150、 ♯240、 ♯320、 ♯600、

♯1,000と順を追って研磨し、最後は被研面を3μ と lμ のダイヤモンドで仕上げている。なお砂鉄粒子の埋込み、

研磨も鉄津に準じている。

(3)EPMA(Electron Probe Mkro An』 y2er)調査

別名マイクロアナライザーとも呼称される。分析の原理は、真空中で試料面 (顕微鏡試料併用)に電子線を照射

要概
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し、発生する特性 X線を分光後にとらえて画像化 し、定性的な測定結果を得る分析法である。これが最近では

CMA(Computer nded x― ray Micro Analyzer以下 CMAと 略記)と いう新しい総合状態分析装置が開発された。原

理はEPMAと 同じであるが標準試料とのX線強度の対比から元素定量値を得ることができるコンピューター内蔵

の新鋭器機である。本稿では、K872鉄津の鉱物組成同定にCMAを用いている。

(4)化学組成

鉄津、砂鉄、炉壁粘上の分析は次の方法をとっている。 ●重クロム酸使用の重量法…酸化第 1鉄 (FeO),二

酸化碓素 (Si02)。 ●赤外吸収法…炭素 (C),硫黄 (S)。 ●原子吸光法…全鉄分 (Total Fe),酸化アルミユウム (Aゼ 203),

酸化カルシウム (caO),酸化マグネシウム (MgO),二酸化チタン (Ti02),酸 化クロム (cr203),バ ナジウム (v),

銅 (Cu),酸化カリウム (K20),酸化ナ トリウム (Na20)。 ●中和滴定法…五酸化燐 (P205)O

3日 調査結果と考察

3-1 1号 製鉄炉出土遺物

(1)炉外流出滓 k871,k-872,k873

① 肉眼観察

Table lに 示す様に、いずれも粘桐質流出津である。

Table.1 供試材の履歴及び調査項目

符  号 試   料 出 土 位 置 観 観 察
サイズf・ avl

重  量 (9)

調 査 項 目

顕微鏡組織 EPNIA調 査 化学組成

K-87ユ 砂 鉄 製 錬 淳 A地区X27Y105
1号製鉄炉付近

小豆色を呈する粘桐質の流出淳である。裏面は赤褐色で

粗怒な反応痕 を有する。破面は赤褐色で微小な気泡を有
するが緻密質である。

80〉〈55〉く30
2309

○ ○

K-872 小豆色の流出津でこちらは流動性良好。裏面は平坦で大
きな反応痕 もない。破面は黒赤色で気泡散在するが緻密
質。

60〉く40〉く20
1159

○

K-873
(No l)

1号製鉄炉 表面は表度がとれて茶褐色の肌に気泡を露出する。側面
部に青灰色粘上を少量付着。裏面は円凸をもつ反応痕に

砂粒 まじりの粘上 を付着。1号炉の 2回 目以降の流出淳。

85〉〈75〉く35
2659

○ ○

K-874
(No2)

表皮は鉄錆の茶褐色をにじませ、なめらかな肌で旧度は

剰落。裏面は鉄錆をにじませて赤褐色で、これに青灰色の

粘土 と石英粒子 を付着する。破局は黒掲色で気泡散在す
るが緻密質である。1,4489の 大塊。

60〉く50〉く30
1659

○ ○

K-875
(No 3)

赤褐色の表皮に包 まれ、炉壁粘土や炭暦を付着する。一

部に亀裂を走 らせる。破面は黒色を呈 し、気泡は少ない。
炉内残留津である。

45)(40〉《20
709

○ ○

K-876
(No5) (炉壁付着スラ分

表側は黒色粘桐質のガラス質スラグ。裏面はスサ入赤色
粘土である。1号炉下の鉄津だまりから出土 (X25、 Y102
2層 より出土 )

90〉〈85〉〈35
2259

○
※
()

K-877A
(No 7)

砂 鉄 黒色 を生する粒子で未水洗磁選 ままの試料である。 1号
炉内出上の砂鉄。

389 〇 ○

K-877B

(N010)

含 砂 鉄 土 X30Y90
赤褐色土

褐色で粒子の粗い未水洗磁選ままの試料である。 4.3g ○ ○

砂 鉄 製 錬 津 2号製鉄炉 表裏 ともに黒褐色で粗慈な肌に木炭痕を残す。破面は黒
色で気泡少な く緻密質である。 しか し軽質の炉内残留淳
である。

35〉く30〉く20
209

〇 ○

L-872
(No 4)

表裏 ともに赤褐色を呈 した粗慈な塊で木炭痕及び木炭片
を付着する。破局は黒色地で気泡は少ない。炉内残留津
である。

75〉く55〉《30
1379

○ ○

L-873
(No6) い壁付着スラ分

表皮側は赤褐色で小波状の円凸を有 し、鉄錆が認められ
る。又一部に砂鉄の付着がある。裏は黄4FJ色粘土が付着
し、粒子は小 さくスサは認められない。

90× 120× 50
4009

○
※O

(N。 3) 含 砂 鉄 土 2号炉内より採取した含砂鉄上で未水洗磁選ままである。 539 ○ 〇

L-875
(No9)

X21 Y90 黒色土から採取 した含砂鉄土である。未水洗の磁選 まま
のサ ンプル。

399 〇 ○

No 砂 鉄 1号製鉄炉内 Gセ クションベルト5、 6区 水洗後磁選 (黒色)水洗前の色 ○ ○

No 2 遺構面 Hセ クション   ク  (茶 褐色)″ ○ ○

No 3 Gセ クションベル ト1、 2区  ク   (黒 色 ) 〇 ○

No 4 2号製鉄炉 下の穴          ク   (茶色)  ク ○ 〇

No 5 2号製鉄炉内 1 2区          ″   (黒 色)  ク 20q ○ ○

No 6 (黒色)  ″ ○ ○

※粘土分析を含む
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② 顕微鏡組織

Photo.1の 1、 2、 3段 目に示す。鉱物組成は、いずれも白色多角形状のマグネタイト (Magnente i Fea04)も

しくはウルボスピネル (UIv6spinel:2 FeO・ Ti02)と 、淡灰色盤状結晶のフェアライト (Fayalite:2 FeO o Si02)

らが、基地の暗黒色ガラス質スラグに晶出している。又、K861鉄津では砂鉄粒子が残留し、粒子周縁より遠元

が進行する様子が認められ、マグネタイトが樹状晶に析出している。いずれも砂鉄製錬淳としての晶癖を示す。

③ 化学組成

Table 2に示す。 3種の鉄津は、ほぼ近似した値を示す。全鉄分 (Total Fe)は、36.1～ 40.6%あ り、このうち、

酸化第 1鉄 (FeO)が42,7～ 47.7%と 大部分を占め、酸化第 2鉄 (Fe203)は 残りの4.17～ 5.06%で ある。造津

成分 (Si02+Aを 203+CaO tt MgO)は 38～ 40%台であり、このなかの酸化カルシウム (caO)3.7%,酸化マグネ

シウム (MgO)2.5～ 4.51%と高目である。小杉町で出土した砂鉄製錬津の特徴が、椎土遺跡A地区でも認めら

れる。砂鉄製錬津の指標となる二酸化チタン (Ti02)7.01～ 10.84%,バナジウム (v)0。 12～ 0.23%も 従来鉄

津と大差ない。酸化マンガン (MnO)は 0.58～ 0,77%,酸化クロム (cr203)0.021～ 0.057%,五酸化燐 (P205)

0.50～ 1.02%ら は若千高目傾向にあり、硫黄 (S)0.021～ 0.047%,銅 (Cu)Niゼ らは従来レベルである。以上は、

小杉町で検出される長方形箱型炉の鉄淳組成の一般的成分である。

④ EPMA調査

K-872鉄淳を代表させて調査した。結果をTable.3と PhOtO.4に示す。Photo 4の SE(2次電子像)に示す鉱物組

成のウルボスピネル (UIvospinel:2 FeO・ Ti02)と フエアライト (Fayalite:2 FeO o Si02),ガ ラス質スラグを

分析対象としている。Table 3の コンピュータープログラムによる高速定性分析の検出元素は、珪素 (Si),鉄 (Fe),

チタン (Ti),アルミ (Aの ,カ ルシウム (ca)ら は強度が高く、これに続いてマグネシウム (Mg),カ リウム (K),

ナトリウム (Na),マ ンガン (Mn),燐 (P)力功日わる。これらを視覚化した特性X線像が Phot0 4で ある。白色

輝点の集中する所が存在元素を表わす。ウルボスピネル (UIv6spinel:2 FeO・ Ti02)の結晶には、鉄 (Fe)と

チタン (Ti)に 白色輝点が集中し、フェアライト (Fayalttei 2 FeO o Si02)は珪素 (Si),鉄 (Fe),マ グネシウ

ム (Mg)が認められる。又、ガラス質スラグ部分は、珪素 (Sつ ,アルミ (Aゼ ),カ リウム (K),ナ トリウム (Na)

らが検出される。

(2)炉内残留洋 K-874,K-875

① 肉眼観察

詳細はTable.1に 示す。K-874は 1,1489の大塊、K-865は 709の小塊。いずれも裏面は高熱で青灰色に変化し

た炉材粘土を付着する。

② 顕微鏡組織

.Photo.1の 3、 4段 目に示す。鉱物組成はマグネタイト(Magnetite:Fe304)も しくはウルボスピネル (Uiv6spind

:2 FeO・ Ti02)十 フェアライト (Fayaltte:2 FeO'Si02)と ガラス質スラグから構成される。前述した炉外流出

津と大きな差異がない。

③ 化学組成

Table.2に示す。化学組成も炉外流出津と大差ない。

(3)炉壁付着スラグ (ガラス質鉄洋)K-876

① 肉眼観察
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鉄分の少ない粘桐質ガラス質スラグである。裏面はスサ入り赤色粘土である。粘土分析も行なった。

② 顕微鏡組織

PhOt0 2の 1段日に示す。鉱物組成は、微結晶白色多角形のマグネタイト (Magnetite t Fe304)と 、基地の暗黒

色ガラス質スラグから構成される。

③ 化学組成

Tab腱 .2に示す。鉄分はほとんど含有せず、ガラス質主体の成分系である。全鉄分 (TotЛ Fe)6.15%,二 酸化

珪素 (Si02)71.5%,酸化アルミニウム (Aを 203)12%である。この種の鉄淳は二酸化チタン (Ti02)やバナジ

ウム (V)は、ほとんど含有されない。前者で0.87%,後者で0.020%である。

① 炉壁粘上の化学組成

Table 4に 示す。二酸化珪素 (Si02)が76.5%と高く成型性に富み、酸化アルミニウム (Aゼ 203)は 12.66%と

耐火度も一定レベルを保持する。又、鉄分 (Fe203)は 1.83%と 低目で収縮割れなど起しにくい。媒溶剤的役割

を果たす酸化カルシウム (CaO)と 酸化マグネシウム (MgO)は前者が0.33%、 後者が0。 41%で適度の含有であ

る。近世たたらの釜土に比較してもそん色のない成分系である。参考までに炉材粘土の耐火材としての必要条件

を述べておくと次の様になる。①溶融点の高いこと。①高温で軟化又は崩壊せぬこと。①温度の急変にある程度

耐えること。O熱伝導度の低いこと。①媒溶剤成分 (造津原料 i Ca・ Mg)を適度に含有すること。らである。

(4)砂鉄 (磁選まま)K-877A

① 肉眼観察

1号製鉄炉の炉内よりの採取品である。製錬操業での残留品。黒色粒子で粒径は不揃の100～ 300μ 前後である。

② 顕微鏡組織

PhOt0 2の 2段目に示す。砂鉄粒子は加熱を受けた痕跡を残し、難遠元性粒子が多い。鉱物組成は磁鉄鉱 (Magnetit

:Fe203・ FeO)と チタン鉄鉱 (1lmenite:FeO・ Ti02)が共存する。なお砂鉄粒子内には茶黒色点状の包裏鉱物 (輝

石,角尖石,石英等)ら を内包する。

③ 化学組成

Table 2に示す。磁選のままの未水洗なので英雑物を付着して鉄分は低く、ガラス質成分が高い。全鉄分 (Total

Fe)は 22%で、酸化第 1鉄 (FeO)9.05%、 酸化第 2鉄 (Fe203)21.40%の 割合である。又、二酸化珪素 (Si02)

は高く45。 3%,酸化アルミニウム (Aゼ 203)9.64%は 、水洗砂鉄ではあり得ない数値である。砂鉄特有成分の二

酸化チタン (Ti02)は1.88%,バナジウム (v)0.070%と 、これらも低目傾向を示す。

(5)砂鉄 (磁選採取後、水洗 。再磁選)No.11,No 12,No 13

① 肉眼観察                  .

No.11と No.13は黒色を呈し、粒子径は不揃いである。No 12に は茶褐色で比較的均一粒子の集りである。

② 顕微鏡組織

PhOto.5、 6に示す。 3種の砂鉄は、格子組織のイルミナト (mmenhe:FeO・ Ti02)粒 と、磁鉄鉱粒が共存する。

又、炉内採集物であるので、鉄淳婿や半還元砂鉄粒子が認められた。

③ 化学組成

Table.2に示す。全鉄分 (Total Fe)は 53～ 58%台 と高まり、不純物成分は、二酸化珪素 (Si02)4.6～ 6.4%,

酸化アルミニウム (Aゼ 203)3%台 と未水洗砂鉄に比べて低減される。二酸化チタン (T102)は 7.21～ 7.82%,
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バナジウム (v)は 0.26～ 0。 29%と 増加傾向を示す。 1号製鉄炉に装入された砂鉄紅成は、No.11、 No 12、 No 13

とK877Aの 中間的成分であったと考えられる。砂鉄は塩基性 (赤目)系に分類される。

(6)含砂鉄土 (磁選)K877B

① 肉眼観察

2号炭焼窯の南側地山から採取した磁着含砂鉄土である。赤褐色土に賦存するので褐色を呈し、不定形粒子で

砂鉄より粗い。

② 顕微鏡組織
Phot0 2の 3段 目に示す。粒子が脆く、研磨過程で象J落 し、完全な粒はとらえていない。その実態は、PhOtO.3

の4段 日の組織写真に近似する。

③ 化学組成

Tabた 2に示す。鉄分はほとんど含有されず、土砂の成分系である。全鉄分 (TotЛ Fe)5%,二 酸化珪素 (Si02)

49。 5%,酸化アルミニウム (Aゼ 203)19.65%,二 酸化チタン (Ti02)0.43%,バ ナジウム (v)0.010%。 この

地山に包含される磁着の含砂鉄土は製鉄原料とはなり得ない。

3-2 2号 製鉄炉出土遺物

(1)炉内残留滓 L871,L872

① 肉眼観察

L871は黒褐色、L-872は赤褐色を呈し、両者とも粗慈な肌の炉内残留津である。木炭痕を残す。

② 顕微鏡組織

L871は PhOt0 2の 4段目に示す。鉱物組成は大きく成長した白色スケルトン状のウルボスピネル (ulvёspinel i

2 FeO・ Ti02)と 灰色木ずれ状のフェアライト (Fay』ite:2 FeO・ Si02)ヽ 基地の暗黒色ガラス質スラグらから

構成される。なお、ウルボスピネル結晶内に微量の金属鉄 (Met』lic Fe)が残留する。砂鉄製錬淳の晶癖を示す。

なお該品は水洗中に付着砂鉄が採取されたので、その組織をPhOt0 2の 5段目に示しておく。加熱影響を受けて

各粒子はポーラス状になっている。半還元粒子である。

次にL872は PhOt0 3の 1段 目に示す。鉱物組成は、白色粒状結晶のヴスタイト (Wisite:FeO)と 多角形結晶

のマグネタイ ト (Magnetite:Fe304)が 共存 し、これにフェアライ ト (Fayalite i 2 FeO o Si02)が 加わる。こち

らは精錬鍛冶津に近似 した組織である。

③ 化学組成

Table.2に示す。L871は、全鉄分 (Tot』 Fe)力MO,2%で,酸化第 1鉄 (FeO)力認0,41%,酸化第 2鉄 (Fe203)

力湘4.8%と 後者が高い。金属鉄 (Metttlic Fe)の酸化物を多く含むことを示唆する。 1号製鉄炉との差異が明瞭

である。又、造津成分 (Si02+Aを 203+CaO+MgO)が 低日で24%台である。更に脈石成分系は、二酸化チタン (Ti02)

の10.84%以外は、すべて低減傾向にある。すなわち、酸化マンガン (MnO)0.44%,酸化クロム (cr203)0.044%,

硫黄 (S)Niゼ,五酸化燐 (P205)0.55%,バ ナジウム (v)o.030%,銅 (Cu)Niを である。

一方、L8721ま、更に鉄分は上昇して造津成分系は低減し、二酸化チタンも減少する。具体的には全鉄分 (Total

Fe)55,4%で酸化第 1鉄 (Fe203)が 37.1%に対して酸化第 2鉄 (Fe203)38%と 後者が高日、造津成分は14.56%、

二酸化チタン (Ti02)5.17%と 、 1号製鉄炉の排出製錬津とは、脈石成分の減少した成分系となっている。この

結果から推定されることは、 2号炉の小型炉は、砂鉄製錬炉であるが、二段製錬 (粗悪鉄塊の再製錬)の可能性
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が考えられる。炉内出土の砂鉄出土と高鉄分含有鉄岸の多いことも傍証試料となるであろう。

(2)炉壁付着スラグ (ガラス質鉄滓)L-873

① 肉眼観察

表皮は赤褐色を呈するガラス質鉄津である。砂鉄粒子を付着し、鉄錆を発している。黄褐色粘土は組成分析を

実施。

② 顕微鏡組織

PhOto.3の 2, 3段目に示す。暗黒色ガラス質地に微量の白色針状結晶のイルミナイト (IImenite:FeO・ T102)

を晶出する。 2.少量の金属鉄 (Met』lic Fe)も残留する。(3段 目組織写真の白色凝集物が金属鉄)

③ 化学組成

Table.2に示す。ガラス質鉄津であるので、全鉄分 (Tot』 Fe)が10%,造津成分力▼7.43%,二酸化チタン (Ti02)

1.42%である。 1号製鉄炉炉壁付着スラグより若干鉄分高目の造津成分低目で、二段製錬岸の影響が表われたと

考えられる。

④ 炉壁粘土の化学組成

Table.4に示す。粘土組成は、 1号製鉄炉の炉材とほぼ同系成分のもので、同一地山採取品とみなされよう。

(3)砂鉄 (磁選採取後・水洗 。再磁選)No 14,No 15,No,16

① 肉眼観察

No 14は 2号製鉄炉下の穴より採取した砂鉄で茶色を呈するが、No 15,No 16は製鉄炉内よりの採取品で黒色

を帯びる。 3種砂鉄の各粒子は、不揃いで鉄津婿を介在する。

② 顕微鏡組織

Photo 7、 8に示す。No 14粒子は格子組織が認められるが、No 15,No.16は磁鉄鉱粒子のみで、半還元砂鉄粒子

としての組織を呈している。鉄分の還元過程の粒子が認められ、鉄津居の混入も確認された。

③ 化学組織

Tabに 2に示す。 3種の砂鉄は、同系の成分系であり、 1号製鉄炉出土砂鉄とは随伴微量元素で差異が認めら

れる。全鉄分 (Total Fe)は 、やや低日で48.3～ 52.3%、 このうち、酸化第 1鉄 (FeO)は 24.86～ 26.87%,酸

化第 2鉄 (Fe203)は 40.8～ 44.8%で ある。造津成分系不純物は11.54～ 14,23%であり、二酸化チタン (Ti02)

は6.22～ 7.26%,バ ナジウム (v)0.21～0.26%である。該品は 1号炉砂鉄に比べて硫黄 (S)0.024～ 0.044%,

五酸化燐 (P205)は 0.23～ 0,30%と 高日である。成分的にみて塩基性 (赤日)系に分類される。

(4)含砂鉄土 L874,L875

① 肉眼観察

L874は 2号炉内地山より採取した含砂鉄土であり、L-875は 2号炭焼窯の作業場土墳横地山からの採取品で

ある。両者共、粒子が粗らく、製鉄用砂鉄粒子とは形態を異にする。

② 顕微鏡組織

PhOt0 3の 4、 5段 日に示す。該品らは、先に調査したK877Bと 同様に脆い粒子で研磨中に剥落しやすく、粒

子として捕え難い。砂鉄粒子とは異なる物質である。

③ 化学組成

Tabに 2に示す。 2種ともに組成は、先に述べたK877Bと ほぼ近似した成分系である。製鉄用砂鉄粒子とは異
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なる。

4日 ま と め

椎土遺跡A地区の 9世紀代に比定される 1号製鉄炉と2号製鉄炉から出土した鉄津、砂鉄、炉壁粘上を調査 して次

の事が明らかになった。

(1)1号製鉄炉は、炉の掘 り方が123× 560cmを有する長方形箱型炉が想定され、原料は塩基性 (赤目)系砂鉄である。

(2)1号製鉄炉より出上した製錬津の鉱物紅成は、マグネタイト (Magnetite i Fes04)や ウルボスピネル (Ulvospind

i2FeO o Ti02)を 晶出し、一般砂鉄製錬津の晶癖を示す。化学組成は、全鉄分 (Tot』 Fe)力謡6～ 42%、 造津成分 (Si02

+Aゼ 203+CaOttMgO)は 33～ 40%の範囲に収まり、二酸化チタン (Ti02)1ま 7～ 10.8%、 パナジウム (v)0.12～ 0.23%

の中チタン含有砂鉄製錬の成分系となる。

●)2号 製鉄炉は、炉の掘 り方力M8× 128cmの小型箱型炉である。こちらは、砂鉄の一次製錬と共に、鉄と津の未分
離鉄塊の再還元を行なった二段製錬の可能性が伺える。出土鉄津は、通常製鉄炉出土品より鉄錆発生が激しく粗慈で      1
ある。

但)2号 製鉄炉の出土鉄津の鉱物組成は、ウルボスピネルを呈するものと、ヴスタイト (wistite:FeO)十 マグネタ      ・
イト共存品がある。化学組成は全鉄分が高目で、このうち酸化第 2鉄 (Fe203)が35～ 38%台 と多い特徴をもち、造

津成分は低目傾向にある。小杉町検出の製鉄炉鉄津としても特異な成分系である。二段製錬津の特質と考える。

(5)1, 2号製鉄炉から砂鉄が採取されて、いずれも塩基性 (赤目)系に分類される。鉄津と砂鉄の組成は有機的な

結びつきがある。両砂鉄は、同一賦存地の産出物ではあるが、硫黄 (S)や五酸化燐 (P205)に 差異が認められると

ころから、操業時期のズレがあるのではないかと考えられる。

(6)1, 2号製鉄炉の炉材粘土は同系成分である。二酸化珪素 (Si02)が高目から成型性に富むが、酸化アルミニウ

ム (Aゼ 203)が13～ 15%と 若干低目で耐火度はやや下るものの、近世たたら釜土と比較してそん色のない品位である。

注1 大浮正己「椎土遺跡出土鉄淳の金属的調査」『富山県小杉町北野遺跡・椎土遺跡発掘調査概要』 月ヽ杉町教育委員会 1987
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Table.3 椎土遺跡 A地区出土鉄滓 (k-872)の鉱物組成の
コンピュータープログラムによる高速定性分析結果

POS NO l

COMMENT!K-872
ACCEL VOLT (KV):15
PROBE CURRENT:5,000E-08(A)
STACE POS,I X 4000 Y 4000 Z l1000

CH(1)TAP                            CH(2) PET                          cH(3)LIF
EL   WL COUNT  INTENSITYttog)                 EL   WL COUNT  INTENSITYdog)               EL   WL COUNT  INTENSITY(応 g)

Y-1   6 45  186  *******率 キ****          《》Ti― k  2 75  3273  ***********キ *十 +十十十十+  Pb-1 1.18   58  *******ホ **
Sr-1   6 86  166  ************             Ba-1 2.78   74  **********             Pt-1  1 31    58  **********
WV― m  6 98  180  **士 **単 ******           《》Ca―に 3 36  1048  ********ホ **++十 +++      Ir-1  1 35    48  *********
()Si一 k   7 13 6758  ***********ホ **ホ *十十十十十+  Sb-1  3 44    47  ******ホ **               zn― k 1 44    50  *********
Rb-1  7 32  130  ********本 ***              Sn-1  3.60    30  *******                 Cu― k l.54    40  **ホ *****十
◎A卜 k  8342192 *************+十 ++++  OK― k  374  212 *********十 +++        Ni一 k l.66   27 ***||***
Br-1  8.37  206  *************            Cd-1 3.96   23  *******                cO― k l,79   32  *******ホ
As-1  9 67  46  *********              CI一 k 4,73   13 *****十               ◎ Fe―k l.94 3447 ***********十 十+十 ++十十+
OMg k 989 514 *料 料 料 **料料 +十     Sk 5 37  10 *****        OMnk 2,10 50 **料 料 *十十
Ge l 10.44 33 ********          Mo1 5 41   9 *****           Cr k 2 29  13 ******
Ga-1 1129  21 *******             Nb-1 572   4 ***十               V― に 250  22 ***オ *|*
ONa― k ll,91  67 *******十 十+             Zr-1 6 07    7 ****+               OCe-1 256   11  **|十 十十
F― k  18.32   7  ****+                    ()P― k  6 16    21  *****++                 La-1  2 67     6  **|十

RESULTS:
THE FOLLOWING ELEMENTS ARE PRESENT
検出元素  Na  Mg  Al  Si  P  K  Ca  Ti  Mn  Fe  Ce
THE FOLLOヽVING ELEMENTS ARE PROBABLY PRESENT

Photo 4の SE(2次電子像 )|こ示す鉱物組成の分析結果である。ウルボスピネル (Uivospind:2 FeO・ Ti02)、 フェアライ ト (Fayahte
:2 FeO・ Si02)お よびガラス質スラグを含む分析エリアである。検出元素は珪素 (Si)が最も強度が高 く、Countと して6758、 鉄 (Fe)3447、

チタン(Tl)3273、 アルミ(Aゼ )2192、 カルシウム (Ca)1048、 マグネシウム (Mg)514、 カリウム (K)212、 ナ トリウム (Na)67、 マンガン(Mn)

50、 燐 (P)21ら である。なお該品では他にあまり検出できないセリウム(Ce)が とらえられている。

Table.4 各種炉材粘上の化学組成

注 1.大 澤正己「椎土遺跡 A地区出土鉄津・砂鉄・炉材粘上の金属学的調査」『椎土遺跡・塚越貝坪遺跡発掘調査概要』刀ヽ杉町教育委
員会1988

2 大澤正己「黒河尺目遺跡出土鉄津の金属学的調査」略F市計画道路七美 。太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要(6)』 富山県埋蔵
文化財センター1988

3.大澤正己「月ヽ杉丸山遺跡出上の鉄津と砂鉄および炉壁粘土・木炭の金属学的調査」『富山県小杉町 。大門町小杉流通業務団地内遺
跡群第 8次緊急発掘調査概要小杉丸山遺跡』富山県教育委員会1986
4.大澤正己「製鉄原料 (砂鉄・木炭・粘土)と 鉄淳の科学的分析および結果の考察」『金井製鉄遺跡発掘調査報告書』 (渋川市文化
財発掘調査報告 1)群馬県渋川市教育委員会1975
5 大澤正己「福岡平野を中心に出上した鉄淳の分析」『広石古墳群』 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第41集 )福岡市教育委員会1977
6。 大澤正己「製鉄関係遺物の分析」『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第 7集下巻 福岡県教育委員会1978
7.小塚寿吉「日本古来の製鉄法｀たたらミについて」『鉄と鋼』1966

烈
K876
椎土A地区
l号製鉄炉
炉壁粘土

L-873

椎土A地区
2号製鉄炉
炉壁粘土

J8710
黒河尺目
炉壁粘土

J-8711

黒河尺目
炉壁粘土

KM8
小杉九山第
2号製鉄炉
炉壁粘土

KM9
小杉丸山第
3号製鉄炉
炉壁粘土

参 考 ア タ

炉鉄

土

県
製

粘

馬
井

壁

辞
金

炉

福岡県
下山門 1号
製鉄炉

炉鵬蝉叫̈
近 世 た た ら 釜 土

化

学

分

析

値

(%)

Si02 67 5 66 92 68 12 55 84 71.62 65.42 69 24 68 54 65 59

Aゼ 203 12.66 14 20.65 20 42 20.78 21 73 23 12 19,65 18 46 12 24 13 1863

Total Fe 2 27 2.32

FeO 0 57

Fe203 14,77 2.77 5 24

CaO 0 23 Trace

MgO 0 41 2 32 Trace

Ti02 0.22 0.55 0 70

Na20 1 18

K20

布 ×10( 0.31 0 60 1 75 0 32 0.22

耐 火 度 ll
26

(1580℃ Ⅲ
17

注 〕 1 2 3 3 5 6 7

-60-
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Photo.1 鉄滓の顕微鏡組織



Photo.2鉄滓と砂鉄の顕微鏡組織



(10)L-872

椎土遺跡 A地区

(2号製鉄炉出土 )

砂鉄製錬滓

〉(100

外観写真 1/3

(11)L-873

椎土遺跡 A地区

(2号製鉄炉出土 )
砂鉄製錬滓

(ガラス質鉄滓 )
×100

外観写真 1/3

(12)L-874

椎土遺跡A地区

(2号製鉄炉内出土 )

含 砂 鉄 土

× 100

(13)L-875

椎土遺跡 A地区

(X21Y90黒 色土出土 )

含 砂 鉄 土

×100

Photo.3鉄滓と砂鉄の顕微鏡組織
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Photo 4椎土遺跡 A地区 1号製鉄炉出土鉄滓(K872)鉱 物組織の特性X線像 (× 920)



試料番号

No ll

(1号製鉄炉 )

左  ×8
右 ×20
実体顕微

鏡 写 真

左 .× 100

右 .× 400

左  ×100
鉄滓 クズ

右  ×100

左  ×100

右 ,× 400

半還元粒子

)〈 100

加 熱痕跡

μ

　

レ

，

・

一

・

こ

弔

‐ ・

格子状砂鉄粒子よりFeの逮元過程を示す↑

Photo 5水洗・磁選後の砂鉄粒子の顕微鏡組織
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試料番号
N。 12

(1号製鉄炉 )

左 .× 8

右 .× 20

実体顕微

鏡 写 真

左  ×100
右  ×400

左 。右 .

×100

試料番号
Ndi3

(1号製鉄炉 )

左 .× 8

右 .× 20

実体顕微

鏡 写 真

左  ×100
右  ×400

Photo.6水洗・磁選後の砂鉄粒子の顕微鏡組織



左・右

×100

試料番号

No14

(2号製鉄炉 )

左 ×8
右 ×20
実体顕微

鏡 写 真

左

右

×100

×400

左・右

〉(100

試料番号

No15

(2号製鉄炉 )

左 ×8
右 .× 20

実体顕微

鏡 写 真

霞

爾
耕

電

水洗・磁選後の砂鉄粒子の顕微鏡組織Photo 7



左・右

×100

左・右

×100

試料番号
No16

(2号製鉄炉 )

左 .× 8
右 .× 20

実体顕微

鏡 写 真

左  ×400
右 .× 100

鉄暦酸化物

左・右 .

〉〈100

出
奮
Ｆ
監
協
「
叫
ケ

Photo.8水洗・磁選後の砂鉄粒子の顕微鏡組織
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図版 2

椎土

遺跡

1.遠 景
(東から)

2.発掘区
(東から)

3.発掘区
(西から)



図版 3

1号

製鉄炉

1・ 2.全 景

(東から)

3 発掘前
(南から)

4.全 景
(1ヒから)

11韓
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一
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図版 4

1号

製鉄炉

11全 景
歩 (1ヒから)

2 炉内の
上層

3 流出滓

4.炉の流
出部

5,6

炉の流出

部の断割

り

7 流出滓の
除去後の

穴

8,炉下方の
鉄滓面の

上層

9 1・ 2号製

鉄炉周辺

の上器出

土状況

10.炉下方の

鉄
'率

を多

く含む土

層

芸ェ義 | |ゞ

零!挙



図版 5

2号

製鉄炉

1.全 景
(西から)

2全 景
(1ヒから)

3 発掘前
(東から )

4・ 5.

炉掘 り

方内の

土層

6全 景
(東から)

■ず妻奪

fEtti二十

ふ一，
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図版 7

1 1～3号
炭焼窯

(ヨヒから)

1号

炭焼窯

2窯 体
(ヨヒから)

3.奥壁の
煙出し

4.側壁の

煙出し

5。 前庭部

6.前庭部
内の上

層

7 排水溝
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図版 8

2号

炭焼窯

1.窯体全
体

(1ヒから)

2.断割り
(1ヒから)

3・ 4.

奥壁の

煙出 し

5.側壁の
煙出し

6.炭の出
土状況

7.焚 口付
近

8.前庭部の
遣物出土

状況

一
■
与

４

雛 ,
酢 叛r



図版 9

3号

炭焼窯

1全 景
(南から)

2 窯体内
の上層

3.側壁の

煙出し

4 炭の出
土状況

5。 6

前庭部

″|=ち1牌

蝉

ヽ
エ
ー‐‥‐‐
‐
一＝
中
．

講
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2 発掘前

3.作業風

4 側壁の
煙出 し

(上側 )

5 炭の出
土状況

6・ 7

側壁の

煙出 し

(下十貝」)

8.床面断
割 I)

9.前庭部
内の土

層



図版 11

5。 6号

炭焼窯

緋

2 発掘前

5号

炭焼窯

3,奥壁付
近の窯

体内の

上層

4・ 5.

奥壁の

煙出 し

6・ 7.

土器の

出土状

況
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図版 12

5号

炭焼窯

Ⅲ2

側壁の煙

出しの土

器出土状

況

3・ 4.

案体内

の土層

6号

炭焼窯

5.奥壁の
煙出し

6.側壁の
煙出し

7・ 8,

前庭部内

の上層と

土器出土

状況

9.焚口付
近

10.床面断

割り



9号

炭焼窯

1全 景
(】ヒから)

2 発掘前

3.奥壁の
煙出し

4 側壁の
煙出 し

5.前庭部
内の上

器出土

状況

6.床面断
害li,

7.焚口付
近の上

層

8.窯体内
の上層

望

(北から)Fi



図版 14

1.5～8号
炭焼窯

の発掘

前

(】しから)

2.10号炭
暁窯の

発掘前

(耳ヒから)

3. 11・ 12

号炭焼

窯の発

掘前

(司ヒから)

態||ヽ
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図版 15

13号

炭焼窯

1.全 景
(】ヒから)

奥壁の

煙出し

5・ 6

窯体内

の土層

6。 7

奥壁の

煙出 し

(上倶」と

下イ員」)

→Yォ

基

孫 :
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図版 16

1・ 2.2号穴

3 4号穴

7 7号穴

8 8号穴

9,9号穴

1010号穴

一４
一
肇



嘲　蜘
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1・ 2.1～ 3号炭焼窯

(表 と裏 )

1:2

3.4号炭焼窯
1:2

ぬ  曜



図版 18

1 1・ 2.4号炭焼案

(表 と裏 )
1:2

3.5号炭焼窯
1:3



図版 19

5・ 6号炭焼窯

1・2.遺物番号63の
表と裏

1:2.5
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図版 20

1 9～ 12号炭焼窯
1:2

2 10～ 12号炭焼窯
1:2.5

3.1・ 2号製鉄炉周辺

1:2.5
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1・ 2.(表 と裏 )
1:2.5

3.遣物番号65
1:4
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図版 22

1.1号製鉄炉周辺
1:3

48

2.包含層
1:3

3.5・ 6・ 8号穴

112

‐  23
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―Ⅷ 酔 簿

∬ 蔭
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図版 24

1 693号 炭焼窯
671号製鉄炉
構築面

68包含層
704号炭焼窯
112

2.1号製鉄炉流出滓

約1:7

遺物番号80の一部分

(裏面)

約1:5



図版25

1.772号 製鉄炉の下
の穴

761号製鉄炉周辺
1:5

2.炉壁付着状況

3 1号製鉄炉周辺
1:2
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図版 26

塚越貝

坪遺跡

1遠 景
(西から)

2 発掘区
(西か ら )

3 発掘区
(束から)
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図版 27

1.遺物出土状況

2・ 3 包含層
1:2.5
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